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南アジア古典学 3,2008 

ベンガノレの詩的象徴

吟遊詩人パウノレと古ベンガル語の仏教賛歌集

北田信

本稿はベンガノレの“パウノν’と呼ばれるE信!if詩人たちの歌謡と、その原型と思われる古ベン

ガノレ語の文献チヤノレヤーノfダ、について論じるものであるl0 

ベンガルで、は、中世において多くの美しい宗教的恋愛詩が生み出され、そして近現代に入る

とコノレカタを中心にして、インドの伝統とヨーロッパの現代文学を礎に前衛的な文学が生まれ

た。ベンガノレ文学を愛する人なら誰しも、そして、インド・アーワア語の底、史的発展、特に中

期インド・アーリア語側めから新期インド・アーヲア語(NIA）への発達過患に興味を抱く人な

ら誰でも、古ベンガノレ語で書かれた言語資料チヤノレヤーパダ、のことを耳にし、一度はそれにつ

いての研究蓄を紐角科、たことがあるだろう。ところがテキストの内容はまるで謎かけ歌のよう

に暖味模湖としていて不可解な表現に満ち満ちており、また研究者の解説にも、読者の疑問の

すみずみに光を行き通らせるような明快さが欠けている。じきに読者は訳がわからないまま一

種のパニック状態に陥り、けっきょく審物を投げ捨ててしまうことになる。

私もそのような歯がゆい思い出のある者のうちのひとりであるが、最近になって RP.Das 

1992の研究に出会い、チャルヤーパダをめぐる問題の准り処、そしてそれに対処する方針をい

くらカミ把握できるように感じた。 RP.Das 1992によれば、チヤノレヤーパダ、の謎めいた内容は、

日制遊詩人パウノレの口承伝統を手がかりとして解し、てゆくことが出来るとしづ。これをもとにし

て、現段階では問題解決の入り口に立ったというに過ぎないが、以下に私なりの意見を示した

。、
vv 

ベンガルのパウノレたち

ベンガノレ地方には今日割前壁詩人の伝統が残っている。パウノレと呼ばれる吟遊詩人が村々を

放浪しながら、神秘的な内容の賛歌、神へのあこがれを訴える愛の賛歌を歌う。詩人ラピンド

ラナート・タゴールはこのパウルの思想に共鳴し、パウルの精神を自らの文装創造の根底にす

l本論文は、 2007年 11月2日に京大人文科学研究所共同研究「王権出掛LJで、行った発表がも

とになっている。本論文執筆にあたっては、大西正苦手、熊本絡、杉木恒彦、ベーター・ダス、

宇機智、護山真弘（敬榊おその他の諸氏・諸先生に貴重なアドヴアイスをいただいた。

に謝意を表する。ただし論文の内容の責任は私自身にある。
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えた2。タゴーノレ以降のベンガノレの文学者は多カれとかなかれタゴーノレの影響を受けており、パウ

ノレの口承の伝統は今日のベンガノレ文学にも脈々と生きているといえる。

バウノレの思想、を短くまとめると次のようになる。パウノレの思想、は中世ベンガルのヒンドウ・

イスラムの混交主義（S戸lkretism出）を色濃く反映しており、神はbhag'banともアッラーとも呼ば

れる30 神は人間の身体の中に宿っている。神的なるものはサハジャすなわち「生まれっき備わ

っているJといわれる。そうであれば書かれた物、ヴ、ェーダやコーランその他の宗教的な審物

は不必要なもの、ということになる七ヒンドゥの型地ヴリンダーヴァンやイスラムの巡礼地メ

ッカなども外にあるのではなく修行者の身体の中にあるといわれる50 この内なる聖地・内なる

テンプノレに巡礼すること、内なる都・内なる城砦に人知れず揺れ住んでいる恋人（すなわち神）

にまみえることこそが、パウノレの修行の要となる。この内なる恋人のことをパウノレたちはmaner' 

m訟lU与’ 6 「心の人J7すなわち意中の入、と呼び、パウノレたちの修行においては「心の人Jの居

場所を、身体の奥深くに探索してゆく、という作業が行われる。ヨーガとスーフイズムを折衷

したような修行法をとるが、その際に頼りになるのは審物ではなく、精神的指導者（グノレ）の

道案内のみである。そのためグノレは非常に尊ばれ崇められる80グノレのガイダンスにしたがって、

身体という深遠な審物が読み解かれる（臼krabartI1990, p.35）。

「心の人」の住処に到達するための長く危険に満ちた冒険は、パウノレの歌において、しばし

ば、粗末なボートあるいは筏によって流れの複雑なJIIを還る船旅に喰えられる。無数の河川が

流れ、院本が来ればすぐにそれらが氾醸して洪水となる。そうしりたベンガノレの自然の嵐景を

初？？｜；とさせる歌詞が多い。このような舟歌においては、グ〉レは水先案内人々舵取り手に愉えら

れる。

そういった歌の具体例を以下に見ることにしよう。第一の例はパグラ・カナイという名の詩

人の歌詞である。（Cakr油art!1990, p.16; p.51) 

2 Dasgupta 1995, pp.186ぺ87.

3ベンガノレのヒンドウ・イスラム混交主義、とくにパウルやマイジパンダノレ教団におけるもの

については大西 1986，外川2002を参照、せよ。

4 c王U.Bhanacarya 1980, pp.293暢294.

5 c王U.Bhanac泳ya1980, p.325. 

6ベンガノレ文字で、はmaneramiinll.'.laと書かれる。現代インド・アージア語において、子音文字

に潜在的に伴う短母音aは位罷により脱落して発音されない場合がある。このような場合、脱

落した短母音aをダッシュ［’］で転写することにする。

7 maner' manu早’についてはcf.U. Bhanacarya 1980, pp.340f. 

8 Cf. U. Bhanacarya 1980, p.317. 
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amar ei deha-nacli cal'te bhari 

b泳p.dh'lenadir' b訟p.dh'm五nen五

五mar’eideha-聞nacliI 

y必man’nadibo_同ic凶丘

jhac;l' tuphaner' bhay' 9 chila na go 

悶 clir'jal' sukaila car’pac;lila 

tabu nacfuJ beg' gela na 

amar ei deha幽nacli

p起源域福ibol’che deha m可hem五lek'sru 

0 nadir' car' ranger' ase p泳証

kon' jaygay' tar' sak平at凶yre 

amar ei deha”・nadi 

（訳）

私の身体［の中に〕このJ11が激しく流れているので

堰きとめようとしても [J11は〕壊を（作ることを）受け付けない

私の身体［の中を流れる］この）11 

J 1 Iに［水が〕満ちていたときは10

嵐や台風の恐れはなかった

) 11の水が乾いて、初刷、iができても

それでも）11の〔流れの〕速度は失われなかった

9ベンガノレ文字yaの異字体を［拘］で転写する。

印刷haf荷物」、 bojl記「荷物を積んでいること」という意味であるから、直訳すれば「川が荷

物で一杯だ、ったときj となる。あるいは、川［に浮かぶボートが〕積荷で一杯である、のか？

スシュムナー管とし、う川をボート（気息のことか？）が積苛すなわち精液を輸送する、という

解釈もできる。

マイジュパンダリ歌謡の象徴言語をフィールド調査したHarder2004, p.38は「荷物」「撞むと

いう表現を含むある歌詞について“DieFracht steht fiir unni.itze Dinge, der Stunn立ireine personliche 

Krise＂とし、う角卒釈をする。しかしこの解釈は今ここで扱っている歌詞には当てはまらなし、ょうだ。

問 229-

st01
ノート注釈
st01 : None

st01
ノート注釈
st01 : MigrationNone

st01
ノート注釈
st01 : Unmarked

st01
ノート注釈
st01 : None

st01
ノート注釈
st01 : MigrationNone

st01
ノート注釈
st01 : Unmarked

st01
ノート注釈
st01 : None

st01
ノート注釈
st01 : MigrationNone

st01
ノート注釈
st01 : Unmarked



布、の身体〔を流れる］この川

百科王なカナイは言う

「身体の中にご主人様がいる。

その川の四色の水が来る11

どの場所で披に謁見することができるのか？

私の身体［を流れる〕この）I IJ 

（訳終わり）

ジャドウビンドワ・ゴ、シャイ(YadubinduGosiii）作の歌（Cakrabarfi1990, p.68) 

niiite gele b訟ar'ghate 

bidyebuddhi ray n互ghate

同m'nfunekumir’jilte 

cibie叩滋illy'take 

（訳）

捻じ曲がった〔流れの］船着場（ガート）で水浴びをしにいけば

身体12から知恵も理性も残らず［消え去った］

愛欲という名のワニが現われて

彼をガリガリとu交みチュウチュウと吸って食らった

（訳終わり）

これらのパウノレの歌で、は言語の多義性が利用されており、一般人にもわかる表向けの一見無

害な意味のレヴェノレの奥に、パウノレの秘密結社に属する者で、なくては読み取れない秘｛義的な意

味のレヴェルが暗号のように臆されている。表面的にはスピリチュアノレな、そしてリリカノレで

さえある意味の下に、もう一つの意味が階、蔽されている。そしてそれは一般の人々にとっては

もしかすると顔を背けたくなるような内容、「良識ある紳士淑女」が当惑してしまうような内容

11 RP. Das 1992, p.401, note 86：“官1esix網戸匂!ledplexus has four colors ori it here: red, yellow (jaraφ， 
white and yellow (pit); one "yellow'' may be a mis紘 efor“green"or“black刊［…］themens加 alflow has 
治ecolors red, yellow, white and black，せ1efirst si伊i命ingf巴：rtility."

12 「壷Jghat'とは身体のことを意味する。

側 230向

st01
ノート注釈
st01 : None

st01
ノート注釈
st01 : MigrationNone

st01
ノート注釈
st01 : Unmarked

st01
ノート注釈
st01 : None

st01
ノート注釈
st01 : MigrationNone

st01
ノート注釈
st01 : Unmarked

st01
ノート注釈
st01 : None

st01
ノート注釈
st01 : MigrationNone

st01
ノート注釈
st01 : Unmarked



のもので、あったりする。しかし私たちは顔を背けずに、歌が指し示している内容、暗号の矢印

が志向している先を見ることにしよう 130 

パウノレの秘密結社ではタントラ起源の修行法が受け継がれており、それがイスラム神秘主義

（スープイズム）の修行法と混合されて、独特の修行方法となって実践されている。タントラ

の夜、｛義的な修行法にしたがい身体の生盟主幾能をコントロールすることにより身体のトポグラフ

ィー（地図学）、すなわち体内の風景を測量し f心の人」の在り処をつきとめる、という作業が

行われる。その際に非常に重要な位置づけをされるのが性交修行、すなわちセックスによる体

液の流れのコントローノレである。

タントラの神秘的生理学によれば身体には3つの主要な管（na<;li）すなわち中心にスシュム

ナー管、在右にイダー管とピンガラー管が過っているとされる。スシュムナー管に沿って、い

くつかのエネルギー・センター、すなわちロータスの花の形をしたチャクラがある。通常7つ

のチャクラがあるとされている140尾てい骨のところにあるクンダリニー・エネノレギーを引き上

げ、複数のチャクラを通過させ、そのつど精錬してゆく。そして最後にエネルギーを頭頂部の

千の花弁をもっエネノレギー・センター（サノ＼スラーラ）に到達させ、そこで甘露（アムリタ）、

すなわち解脱を獲得するために必要な操発的なエネルギーとして完成させる。ハタ・ヨーガの

修行法を解説した研究では、この作業は気患、 (pr拘a）のコントロールによって遂行される、と

説明されることが多い。ところがパウノレの性交修行で、はクンダリニーと精液を同等のもの、あ

るいはオーヴァーラップ。するもの、とみなし、クンダリニーの制御イコーノL椅液の流れの制御15

と考え、そして、その手段としてセックスを利用する。

ベンガノレ地方を放浪するパウノレたちは通常、女性の修行者をパートナーとして同伴する。パ

ートナーとのセックスにより、秘密結社に伝わる修行を実行するわけである。しかしこの場合

13 U.Bh時五cむya,1980, p.75: "yaha sa匂ra,t忍1acir'kfil’abilq:to o by剥 i-prabhab'-b吋ita.t油iikeamader' 

m組 αnata，部bidhamataha pray, jan'mata Iちが deo戸jayrill. se satya amader' bhfilo la伊k'ar' manda 
lagi.氷； ghp).iiutpa，ぬn'karuk' ar' sraddhfu' udrek' karuk', tahate sei satyer' kono riipantar＇如 1百 karite
p記 na.pralqta j鼠nfu1be号ikesatya.nb吋 haYtehaibe. ekhane byakii bi8e$' ba t訟1ar'iccha剛組ice回fkona 

m司yanm, satya-sandhfu1'-i ek'rnatra uddesya." 「真実であるものは、永遠に普遍で、あり、それは

個人の影響を受けない。それを、私たちの思いのままに、都合のよいように、あるいは必要に

そぐうように変形してしまうことはできない。この真実が私たちの気に入ろうと入るまいと、

嫌悪感を呼び起こそうとも、感銘を呼び起こそうとも、だからとしりて、この真実に少しでも

変形の手を加えるべきで、はない。ほんとうの知識の探求者は、真実の探求者でなくてはならな

いだろう。このことにおいては特定の個人や彼の好き嫌いは何の価値も持たない。真実の追究

こそが唯一の目的なのである。J

14 が、実擦にはチャクラの数は宗派・セクトによりまちまちである。

15精液は気息、により運ばれるから、結局のところ、これは気患の制御に飽ならなし、。 CfRP.Das 
1992, p.392 (§4). 
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のセックスとはcoitusreservatusであり、精液は射精によって体外に放出されない160そうではな

く精液はス、ンュムナー管をつうじて上方に引き上げられ、頭蓋に到産する。あるいは修行者は

パートナーの経血や愛液を自分のペニスより吸い込み、そしてスシュムナー管から頭蓋まで上

昇させる、ともいわれる170この際に気患を制御することにより精液を通常の流れに逆らって上

方に逆行させる。頭蓋は冷たし呪になぞらえられ、ソーマ（精液）が蓄えられる場所であり、

男性的な原理の拠り所である、とされる180頭蓋において女性原理と男性原理を混合・合体させ

る。具体的には頭蓋において、吸い上げた女性の体液と修行者自身の精液を混合させる。この

ことをサマ・ラサすなわち“こつの液体が混合してバランスが取れた状態”と呼び、結果的に

修行者はアンドロギユヌス（両性具有者）として完成されるへ

パウノレの歌は、実はこうした秘密の修行の式次第を描写したものである。一般人に知れては

まずい内容が、揮秘のコード言語により暗号化され歌われる。その歌がたとえ大衆の前で演奏

されていたとしても、その意関されるところにたどり着くのは、暗号の手ほどきを受けた一部

の少数の内部者にしかわからない、とし、う仕掛けがされている。

こうしたことを前提として、上に引用した船旅をうたった歌詞をもう一度解釈しなおすと、

次のような驚くべき内容が明らかとなる。

位行者の体内のりii」とはスシュムナー管のことをさす。修行者はオノレガスムスの絶環で、も

射精せずに“）11の流れを堰きとめる”。そしてペニスから女性の｛~ヰ夜を吸いこんで精液と混ぜ、

それを I)1 IJすなわちスシュムナー管に入れなくてはならない。そしてこのりiIJは、通常の

) 11とは逆さまの方向すなわち下から上へと流れていく。

パウノレの性交修行にとって最も重要なのは、月に一度、女性パートナーが生理を迎えたとき

に性交することである。この諺行は経血分泌の続く 3日間のあいだ続く。この三日管をモハジ

ョグ（mahayogうと呼んでいる20。この3日の開だけ、頭蓋に住んでいる f心の人jがス、ンュムナ

ー管を通って、下に降りてくると言われる21。“J11に洪水が訪れているあいだ刀すなわち経血が

j樹しるように分泌を続けている間に「心の人Jを捕まえなくてはならない。チャンスを逃すと

16 c王R.P.Das 1992, p.392 (§4). 
17 c王R.P.Dぉ 1992,pp.391暦392(§3); pp.407-408 (§23). 

18 c王R.P.Das 1992, p.391 (§2). 
ig Cf村瀬1995,p.743; R.P. Das 1992, p.393. 

2° Cf. U. Bhanac註ya1980, p.373. 

21 この際、修行者自身の f心の人」が昨りてくるのか、それとも女性パートナーの「心の人」

が降りてきて、それを修行者が自分の体内に取り込むのか、 U.Bhaぴac公yaibid.の説明を読んで、

もはっきりとしない。個々のパウルごとに異なり、開方の場合がある、とし、う可能性もある。
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rJ 11が子上がってしまうJすなわち経血分泌が止まってしまう。そうなると、もはや、「心の人」

を捕まえることは不可能になる。このようなJ操作を、パウルの歌で、は洪水のJrIに網を放ち魚を

捕らえることに日食える220

最後の連のは色の水がやって来るJ。女性の経血は赤黄黒白の4色であるといわれる230 こ

れはセックスの際に女性の備夜をペニスから吸い込むことを意味するのだろう。経血を、脊髄

のスシュムナー管を通じて身体とし、う奥深い宮殿の“心の人”のいる大広開、すなわち頭蓋（精

液の蓄積される場所）まで吸い上げる。そこで男性要素（精液）と女性要素（経血）が合一し

バランスがとれた至福の状態が実現される。

第二の例として号閉したジャドゥピンドワ作の歌詞では次のような内容が諾られている。精

；語f4を上昇させる際にピンガラー、イダ一、スシュムナーとし、う 3本の管のうち、中心のスシュ

ムナー管を潤尺する必要がある。スシュムナー管はよじれた形をしているとされるので、 fねじ

れた (b匙ca）流れJとは、スシュムナー管を指す-25。精液上昇は揮めて難しし、テクニックである

が、この歌にうたわれてしも修行者は未熟で、あり、セックスの際に意識をコントロールするこ

とをつい忘札、愛欲すなわちカーマの虜となってしまった。ねじれた流れの岸辺には危険なワ

ニが棲んでいる、とはすなわち、スシュムナー管を通じた精液上昇の技には、欲望の虜となっ

-2 c王U.Bhatl;ac何百 1980, p.373; 389.他にも解釈の可能性があるが、ここで、はボッタチヤノレジョ

の解釈に従っておく。大西正幸氏のコメントによれば、 2連自のみ過去形が用いられているこ

とを考慮して「若くて精液に1益れていた頃は交わってもびくともしなかった。識をとって精液

が減ってもまた、勢いは残っている」と解釈できるとしづ。

23 c王RP.Das 1992, p.401, footnote 86. 
24 あるいは修行者自身の精液とべニスから吸い込んだ女性／~一トナ一の経血（愛液）の混合物。

25 c王U.Bha終acfuya1980’p.345：“［ ... ] b訟五鴫nal巴一 arth互tbakr泳ar『 amunitasu号urnn盃［．．．］

じれた管、すなわちねじれた形をとったスシュムナーJ)

ただしU.Bhatl;ac匂raは次のようにも述べる。「イダーとどンガラーl討議んだ髪（VCl,llJのよう

に絡み合いスシュムナー管に巻きついて弓形に担♀些（‘dharr成政恥’自dya）、それぞれのチャ

クラの花弁に角針しながらアージュニャー・チャクラにおける二葉の花弁で合流する。」（下線は

北田による） 確かにハタ・ヨーガに関する一般的な解説書によく載せられているスシュムナー、

ピンガラー、イダーの圏を見ると、真ん中のスシュムナーは真っ直ぐで、それにピンガラーと

イダーが螺方選？状に絡み付し、て、ちょうどこ匹の蛇が絡まったヘノレメスの杖のようになっている。

それならば、真っ薩ぐに描かれるス、ンュムナーがなぜ「曲がった管j と呼ばれるのか？曲がっ

ているのはむしろピンガラーとイダーの方ではないのか？

RP. Das 1992, p.416，おotnote187; p.412 (§ 31）によれば「ねじれた流れJとはずァギナを指すの

だという。この説を採るならば、問題の歌詞の fねじれた流れJはヴァギナであり、未熟な諺

行者は欲望の虜になって精液を間違い（“ワニ”）によってヴァギナに射精してしまった、と解

釈できる。確かにアーユルヴェーダのテキストには、ヨーニの管は3回転（try-avarta）の欄協

をしている、という記述がある。 CfSu釦.itas紅phita歯註総出如a5,43：品組油a刷nabhy-filqtiryonis 

try幽 av創立［…］
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て失敗する危険がいっぱいである、ということである。

パウノレの歌の意図するところは実はこのような世間の自には淫らと写ってしまうような、性

行為のメカニズムの解説なのだ260パウノレの歌の暗号を解読するためには、コード嵩語すなわち

サンダー・パーシャー（取り決めの言語）あるいはサンデャー・パーシャー（たそがれの言葉）

を知る必要がある。

一見ベンガノレの自然の美を素朴に歌い、至高の愛を純情に歌い上げたかにみえる舟歌は実は

強烈な生理的感覚を赤裸々に描写したものである。テキストの内包するパラドックスと重患性

ゆえに、パウノレの歌には異様な美がある。私がこのジャンノレの文献に惹かれてやまない理由は、

この帝怪な美に対する美学的な興味であるが、こうし、ったジャンノレについての美学的な議論に

は本稿では立ち入らず、またの機会としよう。

チャルヤーパダ

上述のとおりパウノレの歌の言葉は非常に鮒平で、何層ものレヴェノレで複数の解釈ができる。

そして、そこで用いられている暗号をサンダー・パーシャーと呼ぶ。パウノレの口承文芸に極め

て類似した暗号を用いており、かつ、かなり古い時代のものであるらしいテキスト、チャルヤ

ーパダが20世元己の初めにネパールの僧院で写本の形で発見された。

チャルヤ｝パダの言語と内容

チャノレヤーパダは、新期インド・アージア語 (NIA）の東部方言の最も古い段階によるテキス

トで、断片的にではなくまとまった量が残っているという点では、新期インド・アーリア語の

最古の資料である。この古い言語で書かれテキストには、アパプラン、ンャの東部方言から生ま

れてきた新しい言語（ベンガリー、マイティリー、オリヤー、アッサム語など）の初期の鞘敷

が観察される。たとえばアパブ？ランシャには現れていなかった過去分訴のふ 絶対詞

(Absolutive, gerund）の寸ya 名詞購格語尾引などが観察される。これらは現代ベンガノレ語に

も砕庄する要素なので、ベンガノレ人の学者はチヤノレヤーパダFの言語を古ベンガノレ諾であると大

奈酎官に同定した。しかし実践の事情はもう少し複雑で、インド東部の他の言語（マイティリー、

オリヤー、アッサム諾など）に共通する要素も現れる。そこでこれを「新期インド・アーリア

26パウノレの歌詞は意図的に援数の意味のレヴェノレでて解釈で、きるように仕泊まれている、と見る

説もある。その場合には、セクシヤノレなレヴェノレの解釈が必ずしも唯一の正解とは決定できな

い、ということになる。こういったテキストの意味の重層性をめぐる議論は非常に厄介だが、

本稿では便宜的に、セクシヤノレなレヴェノレでの解釈に理定して論じることにした。
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語の東部方言の古形」と呼ぶのが一番フェアな呼び方で、あろう。文法的要素だけでなく語棄に

も、アパプランシャにはなく新期インド・アーリア諾で初めて登場するものが多く含まれてい

る。

このように歴史言語学の観点から見て重要な資料であるだけでなく、その内容はインドの東

部に広まっていた土俗的な仏教タントラ（volk訓 mlicher刷出scherBuddhismus）を缶えており、

思想、史的主昆京から見ても、たいへん興味深い文献である。仏教タントラの最終的な段階におい

て出現した、サハジャという真理観を掲げる思想運動を伝えている。仏性はサハジャ（倶生）、

すなわち衆生にはみな、仏の状態 (buddhatva）が生まれっき備わっている、とし、う教えである。

サハジャの悟りを体得するために、般若と方使、すなわち叡智としづ女性的なものと手段とい

う男性的なものを合体させて大楽 t解脱）に到達する、とし、った教義になっている270

チャルヤーパダの写本

チャノレヤーパダの写本は 1907年にハラプpラサード・シャーストリーによりネパーノレの仏教僧

院で発見されたお。この写本には「新期インド・アーリア語別IA）東部方言の古形jで書かれ

た47個29の歌詞が記載されており、それが後世の控釈者ムニダッタによりサンスクジットで解

説されている300 この47の歌詞が、私が本稿で論じるところのチヤノレヤーパダである。これら

の歌詞は白砂五「修行歌j というジャンノレに罵しているため、研究者は通常これをチヤノレヤーパ

ダすなわち「チヤノレヤーの詩句Jあるいはチヤノレヤーギーティ「チヤルヤー歌謡Jと呼んでい

る。チャノレヤーパダは象徴的表現を多く含んでおり、そのため歌詞の意味は重層的である。こ

の象徴表現とは一種の暗号とも呼べるもので、現代の読者にとってその内容を理解することは

撞めて困難である。

ムニダッタのサンスクリット注釈は、チャルヤーパダの歌詞を仏教タントラの教義に基づい

27 c王RP.Das 1996, p.128; N. Sen 1977, xxxvii.チヤノレヤーパダの概説的な構報に関しては塚本

1989, pp.371醐 372を参照せよ。

28 N. Sen 1977, X¥ゆ otnoteI）は写本の樹氏のsambat741という記載を根拠に、写本が作成された

年代を 1620年と決定する。 C王N.Sen：“Writtenwith red inlらinNagari Script. ［…］ Nepali Sambat 741 
isappro対mately1620 AD. Probably it is恥 dateof the 田町o抽 isMS. inせieRaj Darbar Library.＇’ 
29写本においては各歌に番号がついており、 50まであるから、もともとは50歌あったと考え

られるが、実際には写本の落了により 47歌しか伝わっていない。

30 したがってチヤノレヤーパダの50の歌詞だけを集成したテキストは存在しない。チャルヤーパ

ダの47（もとは50）の歌詞はムニダッタの注釈のなかに埋め込まれる形でe残っているa Kvreme 
1986, p.3はこのテキスト、すなわちチヤノレヤーパダ十それを解説するムニダッタ注、のタイト

ノレをて町紘0壮語ta-t永五引役iあるし、は本C町a-giti-ko号a-vr民iと再建する。
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て解釈する。しかしこれはチヤノレヤーパダの語句を一つ一つ詳細に解説するものではなく、む

しろムニダッタ自身が自明ではないと判断した言静ト表現のみを説明している。

以上をまとめると写本には

1. 47のNIA古語で書かれた歌詞（チャルヤーパダ）

2. 仏新走ムニダ、ッタによるサンスクリット注釈

が記載されていた。

チャルヤーパダの作者の年代

チヤノレヤーパダのそれぞれの歌詞の末尾には作者の名前が織り込まれてし、る310 ここに現われ

る詩人たちの名前が、チベット仏教に伝わる仏教の聖人（弘樹ha）たちの名前やナータ派の聖人

たちの名前と共通する32ことから、研究者たちはチヤノレヤーパダの制作年代を割り出した

(Kvc.eme 1986, pp.4f) a 様々な説を総合して、 Kvc.emeはチヤノレヤーパダの歌詞の多くは 11世紀

と12世紀の間に作曲されたと考える。ただし幾つかの歌はそれよりも古いようである。いずれ

にせよ、 12世紀以前に作成された、というのが通説となっている（ibid.,p.7)o 

チャルヤーパダのチベット訳

このテキスト（チヤノレヤーパダ＋ムニダッタのサンスクリット住）はチベット語訳三蔵

(bs11間－＇gyぽ!I叫ur）のなかに翻訳されている。ここではNIA古語でかかれた歌詞がチベット

語にほぼ忠実に逐語訳されている侭vc.eme1986, pp.l・2）。カトウマンドゥにおいて僧 G吋叩a

rgyal-mtshanにより翻訳された。 Kvc.emeは彼の生年を 1285年以前とする。そしてチャルヤーパ

ダをチベット訳に翻訳したのは 1310年から 1334年の間のある時期と結論する。

ムニダッタの年代

上記より、チャノレヤーパダの歌詞が 12世紀以前に作られたもので、あり、チャノレヤーパダ歌詞

とムニタ守ッタ注をあわせたテキストが 1310-1334年にチベット言音訳された、とすれば、注釈者

ムニダッタの年代は当然その関の時期すなわち 13世紀でなくてはならない(Kvぉme1986, p.2）。

31 覇家のサインに似た役割を果たす、このような末患の詩的はbha凶taと呼ばれ、中世インドの

詩に広く見られる現象である。

32 シャーストリーがチヤノレヤーパダ写本と問時に発見した写本のなかに、アパプランシャで書

かれたドーハー（ニ連句）集成がある。その作者のうち Sar油aとKa!fhaはチヤノレヤーパダ、の作

者と同名である（Sh油idull油 1928，山畑2007）。 ドーハーとチヤノレヤーパダ壮内容がff(、通ってい

るから、同テキストの作者は同一人物と考える研究者が多いようで、ある(Kvc.eme1986, pp.3f)。
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N. Sen 1977やSh出idullah1928; 1966など何人もの学者たちがチヤノレヤーパダ、を翻訳・解釈し

ているが、彼らは以下の3つの道具

1. チヤノレヤーパダの歌詞そのもの

2. ムニダッタのサンスクジット注

3. 歌詞のチベット訳とムニダッタ注のチベット訳

を用いたことになる。

歌詞のチベット語が誼訳に近いものであるため、チャノレヤーパダの言語についての情報、す

なわち個々の単語の意味、そして文法構造については多くのことが解明されている330 ただし

33チヤノレヤーパダ、第2歌（Kvぉme1986, p.77）を例にとって見ると、第l連c.知mbhlrekhai「ワ

ニが食うjはチベット語訳でT.elm梢 s1inz.aとなっているから加mbhlreが主格であること、そし
てkhfuが現在形であることが明らかである。

第2i車C.corenila「盗人が取った」もチベット語の能1針毒文を用いた完了表現T.rkun叩 as凶yer
となるのでc.凶laが完了分詞であることが明らかである。 C.cor巴は第一連のlmmbhlreと同じ格
語尾知己をもつので、おそらく主格であるだろうと推定できる。だとすればチャルヤーパダの雷
語は現代ベンガノレ語と同様に能ネ各構文を持っていなかったと京詰命づ、けることができる。

ただし第5連 C.加は凶－paegfuu「クックリバー（人名）が歌ったJは問題となる。 Kvceme 1986, 
p.77は何改かこれをもsungby the noble K叫永凶円と受動態現在形で、英訳するo それではc.
b駄凶幽paeの格はし、ったい｛可なのか？鼻母音がついた語尾るは主格語尾の異形なのだろう
か？それともこの語尾は主格ではなく斜格あるいは具格的な機能を担う、と解釈され、 Kvceme
の英訳したようにc.kl必mri-paegfuuを「クックリパーにより歌われたJとしづ受動構文であ
る、と理解すべきなのか？だとすれば完了分詞C.gfuuの語尾叩はC.nilaの語尾－laとは違った
機能をもつので、はないか？といった様々な疑問が湧いてくる。（ちなみにチベット語訳は能格構
文を用いた完了表現T.ku品ru-ri-pasblangsである。） Kvceme 1986, x は“Problemsconcen也1glndian
linguistic history have, how町民been伽nlyexcluded from血isstudy.”とことわってし、るとおり、第2
歌の解釈 (pp.76剛78）でもこれらの問題には脅射もていない。 N.Sen 1977, p.8; p.129は写本をc.
gfura（‘was sung’）と読む。ただしN.Senibid.スロvは第 17歌にみえる用例としてC.gfuuを挙げ、
これをg忌のpassivevoiceすなわち受動態現在形であるとする。ところが不思議なことに第 17
歌のテキストにはこの語は含まれていない。

Cha杖.erji1970, vol.2,p.918は受動態（現在形）語尾として古ベンガル器－ie(ex. ka丘e），中世ベン
ガル諾蝿I(ex. kan）を記載している。 Kvおme1986はC.gfuuをこれに相当するものと解釈したの

かもしれなし、さらにCh雄 erji1970, vol.2, p.919 には中世ベンガノレ詩（釘－Kr~.q.a・出ana）の受動
態命令形語尾却が記載されるが、これはC.gfuuのコンテクストに合致しないので、採用でき
ない。

さらにチベット語訳が原語を必ずしも逐語訳していないことがある。たとえば第2歌第l連
のC.dharai:ia na jfuは工zungdumedとなっている。これは「不定詞＋jai(Skt. yati; Bengali inf yaoya, 
pres.jfu)JというチヤノレヤーパダPの接合的表現をチベット語の相当する表現で置き換えたものと
考えられる。そこでdharヨ1;ana j訟は現代ベンガル語の非人称表現品aran立yfuf保てないJlこ
比することができるもの、と結論づけられる。（Cf.Chatterji 1970, volムp.912)

しかし第l歌の第2連 dirh乱 kariamahasuha parimil.q.a「［意識を〕堅田にして大楽を計れ」で
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K vreme 1986, xiによれば、チベット訳はムニダッタ注の提示する角献に直接的に依拠するもの

であり、ムニダ、ッタと異なる解釈の可能性を開示するものではない、という。

チヤノレヤーパダ、の歌詞は、パウノレの謎軟によく似た象徴言語（暗号）で警かれているため、

喜朗卒である。歌詞の表面的な意味を字面どおりに直訳することは出来ても、それが具体的には

何のことを指しているのかまったく判らない。たしかに注釈者ムニダ、ッタは多くのヒントを与

えてくれているが、ムニダッタ注そのものが仏教タントラの象徴的表現に満ちているので、そ

こから具体的な情報をつかみ取るのは菌難で、ある。

しかもここで私たちが桟意しなくてはならないのは、チャノレヤーパダ、の歌詞そのもの（12世

紀以前）と、ムニダッタ（13世紀）の解釈にはずれや食い違いがある可能性がある、というこ

とである。ムニダ、ツタはチヤノレヤーパダ、の歌詞を自分が信奉する仏教タントラの高度に整備さ

れた抽象的な理論に当てはめて解釈しようとする傾向がある。そのため箆所によってはチヤノレ

ヤーパダの歌詞がムニダッタの注釈のせいでかえって解り難くなってしまう場合もあるようだ。

しかしながら従来のチャルヤーパダ研究はもっぱらムニダ、ッタ注に従って歌詞を解釈していた。

現段階で最も網羅的な研究といえる Kvreme1986も、ムニダッタ注の仏教タントラ的な解釈

に基づいてチヤノレヤーパダを翻訳している。彼自身、前書きで、彼の研究の目的はチヤノレヤー

パダをムニダッタの解釈に従って翻訳することであり、ムニダ、ツタを超えようとするものでは

ない、とことわっている340

ところがRP.Das 1996, p.128, footnot巴2によれば、チャルヤーパダの歌詞は当時インド東部に

広まっていたタントラの性交修行（se:xuelle Pr討ctiken）を扱っているとし、ぅ350ダースのもうひとつ

の研究R.P. Das 1992は、タントラ的性交修行とパウノレの実践する性交修行の間に共通する部分

は原語のgerundC. k:aiiaをチベット訳は命令法tmdzod-cig lこ変えている(Kvreme 1986, p.68）。

この改変をどう説明すればよいのだろう。これを単なる誤訳と捉えてよいのか？それとも、「～

して、・・・せむという意味をチベット語では命令法を畳み掛けることによって表現するのか？

（英語の表現Make[it] st聞批組dmeasure！と比較せよ。）私はチベット語の慣用表現に疎いので

専門家に判断を委ねることにする。

34 Kvremeは次のように述べて、自らの議論の範囲を限定する（ibid.,X・刊，preface）。“｛…］besidesmy 
ma白血死viz.白紙ofproviding a newな百islationof the songs, I have examined the manner in which M (= 
Mmせda出）interprets CGやC紅yagiti).In也isconnection it has not been necessary to determine wh巴ther 
也ereligious ideas of CG are cruder or subtle, ~註1dwhether the song戸rniginallycontained釦 esoteric
message or not-although the probability of the songs’having an esoteric aspect will be pointed out in社1e
cours巴ofthisはudy.”
35チャルヤーパダと内容的に非常に近似するアパブ、ランシャのDohako8aにおける erotique

mystiqueについてはEliade1975, pp.248・259を参照せよ。
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が大きいことを明らかにしている。

ムニダッタ注はチヤノレヤーパダのセクシヤノレな寵iこついて承知していたにもかかわらず、そ

れをわざと象徴的な表現を用いて隠蔽している。そのためムニダ、ッタ注の解釈にしたがった従

来の研究においてはセクシヤルな面はなおざりにされてきた。

Kvreme 1986はチャノレヤーパダ研究のもっとも基本的なツーノレで、あることには間違いないが、

彼はムニダッタの抽象的な解釈に忠実であることを自標とし、チャノレヤーパダのセクシャルな

内容にはあまり踏み込まなし、360

そこで私はKvremeを出発点とはするものの、 RP.Das 1992; 1996の提案をもとに、チャノレヤ

ーパダをKvremeとは異なった視点から解釈しなおしてみたい。ムニダッタの仏教的角輯Rにはな

るたけデ、イスタンスをとり、チヤノレヤ、一‘パダPの歌詞の性的な意味レヴェノレを前面に押し出して

商社じるのだ、。

R.P. Das 1992はタントラの性交修行を言自主するための象徴的表現とパウノレの象徴的表現が非

常に似通っていることをf副寵する370そこで、私はパウノレの象徴的言語を利用してチヤノレヤーパ

ダを解釈する、とし、う試みをしようと思う。

幸いこの試みには、強力な助け、 Siq註1丘1969の研究がある。この論文はマイティリー語で書

かれているため、あまり知られていないが、著者は、ンャイヴァ・タントラの実践者であり、チ

ヤルヤーパダのセクシヤノレな意味レヴ、エノレを包み隠さずに解釈している。彼はムニダ、ッタの解

釈を踏まえつつ、彼自身のタントラ実践者としての体験をもとに、うがった角特尺を加えている。

ただ、し彼はパウノレの象徴言語を利用していなし、

パウノレの象徴言語、その性的なコノテーション、そしてパウノレのグ、ループ。が秘癌裏に実践し

ているといわれる性交秘儀についてはRP.Das 1992のほかにU.Bha雨cfuya1980が詳しし、380 こ

36彼の主な目的は、チャルヤーパダの歌詞の表現とムニダッタ注の解説とを対応付け、かっチ

ベット訳を参照して、基礎的なエディションを作ることにあって、内容についての煉雑な議論

ではなかった。

37 このことは多くの学者によって指摘されてきた。 CfHarder20倒，p.36.
チャノレヤーノミダに驚くほど近似したパラレル表現が中世ベンガノレ語文学やインド・アーリア

語の中世文学に受け継がれていることについては、 Dasgupta1995, pp.413-424 (Ava品i語の詩人

カピーノレ） ;Ch甜吋i1972, vol.3, pp.27-28 （中世ベンガノレ文学）を参照、せよ。この二つの研究に

は、チャノレヤーパダの表現がほとんど形を変えずに後代の文学に伝承されていった例が記載さ
れている。したがってチャルヤーパダの歌謡を千年も時を鶴てた現代のパウノレの象徴言語によ

り読み解こうとする私の試みはそれほど突飛な思い付きではないと考える。

38紀元 10世紀慎よりインド東部に広まっていたタントラの性交修行についての具体的’情報を

得るすべは少ないが、パウルが実臨する性交修行についての、現代の学者による文化人類学的

研究は数多い。例えば杓頼智 1995,Bhaskar Bha位ach紅yya1992, Agehananda Bharati 1993など。
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れらの研究を用いて私がチャルヤーパダのセクシヤノレなレヴェノレに光を当て、しかもそこにパ

ウノレの象j故言語を利用した解釈をした結果、しばしばムニダッタの解釈とは別の結果が出た390

以下に具体的に幾つかの歌詞を選んで論じることにする。

第38歌40 （ラーガ・パイラヴィー、サラハff41)

同an訪問隠語.q<;li42illむrakefl.lfila I 

Samares' Basu 1989は、現代ベンガノレ文学の作家が部、た潜入ノレポ的なもので、たし、へん興味深

。
、、B

V
 
3自ただ、しチヤノレヤーパダやパウノレの歌詞はわざと複数の意味レヴェノレで、の売特Rが可能になるよ

うに作られているため、唯一で正しし吻献を導き出すことを目指すのは方法論として開違って

いるし不可能であろう。また、たとえセクシヤノレな象徴を明るみに出したりパウルの象徴言語

を参考にしたりすることにより、チヤノレヤーパダ、の新解釈を提示したとしても、それは依然と

して複数ありえる角特Rのうちの一つにすぎない、と批判されてしまうかもしれなし、しかし、

あらゆる角械の可能性を徹底的に論じっくそうという努力により、研究対象に接近することが

できる、というのが私の毘島卒である。

私が複数の意味レヴェノレの中からセク、ンヤノレなレヴェノレに焦点を当てる理由は次の通りであ

る。ムニダ、ッタ注はチヤノレヤーパダの歌調のセクシヤノレな聞をわざと隠薮し、そこに哲学的な

内容を読み取ろうとしている。ニのようにチャルヤーの歌詞には身体的・肉体的なレヴェノレと抽

象的・哲学的なレヴェノレとの両方の可能性があって、私たちは、そのどちらが本来的か、とい

う判断をせねばならない。

ここで私は f哲学は肉体を前提とするが、肉体は哲学を前提としなしリと考えて、肉体を解

釈の起点に据えようと思う。性行為そのもののほうが性的な象徴を用いた思弁には先んじるに

違いないのだから。

もちろん実践には経路はもう少し複雑であるかもしれず、性行為についての哲学が逆に性行

為に影響し、性行為を新たに意味づけし直す、とし、う過程もあったかもしれない。しかしなが

ら利高では便宜的に単純化して「初めに肉体ありきjf初めにセックスありきj という閉式で議

論をすすめることにする。

4° K vreme 1986, p.223は写本における retroflexD (= <;l）の文字を言語長以外ではすべて下点のrで転

写している。 N.Sen 1977, p.100も語頭以外ではdに下点をこっ付けて表している。その理由と

して、 N.Sen ibid., xxは「中世ベンガル諾では言器質以外のr位 oflexDの通常の発音はretroflexR

で、あったJと述べる。

ところがN.Sen ibid., xxのチヤノレヤーパダ写本の文字の解説部分をみると、 re住"OflexDについ

て語頭でも語中でも文字の上での区別はないとしづ。したがって、 KvremeやN.Senの較写方式

がほんとうに妥当なのかどうか私は首をひねってしまう。そもそもチヤノレヤーパダ、の段轄で、開

じ文字が語頭と語中で実際に異なった発音をされていた、ということを証明する言語学自切干究

があるのか疑問がある。

41 チャルヤーパダの各寄矯可の始めには、その歌詞が歌われるべき樹芋（ラーガ）の名前と作者

の名前が記される。 Kvぉme1986所収のテキストではこの言言裁は省略されているが、N.Sen 1977, 

p.100所収の写本ファクシミリとアノレファベット転写によれば第38歌にはragabhairabi 

saraha-pa，必nfupとある。ラーガ・パイラヴ、ィーは朝焼けの旋律であり、現在の北インド音楽でも

ポピュラーである。

42 K vreme 1986, p.224は写本のkhfu:itiを置した。さらにその裏づけとしてチベット語訳gru引
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sad哲 llUb拙 iedhara patabfilaグ1//

cfa出mkari dhar油uden五iI 

加 aupaye para i:ia jai ／／万／

naubahl nauka tfu!.却思1.Q.eI 

meli meli s拍手jaul).a fu}.e 11311 

batata bhaa kb泳itabi bala五／

bhaba ulolミ ~aba bi43 bolia //4// 

kula lai'ぬarasonte吋a.aI 

saraha bhai;iai' g拍府 sainaa11511 

くくKvceme1986,pp.223fに従った和訳＞＞44

1.身体は小さなボート、心（malJ.a）はオーノレ

本当のグノレの言葉の舵をしっかりと持て

2.意識（C.cfa = Skt. ci出血)45を堅臨にし、ボートをしっかりと保て

dum-bu「ボートの小片j をあげる。ただしもう一つの可能性ベンガノレ藷khuti‘peg’にも言及す
る。 s~ 1969のマイティリー訳はkhuw：とするから、こちらを採用したようである。
43チベット訳はth舵凶cad fすべてJと訳す。

N. Sen 1977, p.100-101は写本に従い号制 bi(K vceme 1986：与ababi）と読む。もしこれを採用す
るなら Skt.sarva”に由来する中期インド語形savva－，そしてそれがさらに変化した＊saba*sabaと
いうような語形が想定できる。ただしその際には語末のiが問題になる。ベンガノレ語の限定・
強調の意味を持つ不変化辞ilこ棺当するものかもしれないが、チャルヤーパダの言語段階で、す
でにsaba+ i = sabiという言問多を生じえたかどうか疑わしい。

もう一つの可能性はC.~ を Skt. sata-, l¥仏勺砕（主格形sao）「百」に相当すると考えて、 c.
号aabi = Skt. sata:幽＋叩if百も」と解釈するもの。その結果、第4連後半は「柄生の大波に亙主

／亘金会艶ど落ちる」となるが、少々無理がある。

さらにSkt.svaka欄小似S鵠ち saya－）「自分のJあるいはSkt.svayarp.仏位As姐 rp.,sayaip）「自ら」
という言苦を想定してもよいならば、「存在のゴす支に自らも落ちる」と角評尺できるが、どうであろ
うか？ちなみにSkt.SV北a“（叩As砂，say叫に対応する意味のC.saaはこの歌のほかに第15歌第
1連（N.Sen 1977, p.134）に見える。

44この題38歌はS町山a1969,pp.100-101にも解釈されている。彼のマイティジー訳は原語に非

常によく似ており、チヤノレヤーパダの言語とマイティリーの関係の深さを見て取れて、興味深
い0 kaya nav沿raklmtti maim karu恒 Isadgmu vacane dhara patabara // citta thirn kari dharahu re 
nava[ha] I ana up互.yerp.p泳混血jahaグnava:幽vfilnnauka tanae gw;i.erp. I mili mili s泊目yelpjau na anelp 
II bate bhaya kl1呼goball I bliava-ullolerp. vi平ayatoQI II kula lae khara soterp. ujaha I saralia bhanaめi
[ to!p] gagai1e s翻混iaIIただしこれは彼が自分の母語であるマイティリー宣伝のためにチャルヤ
ーパダに近いマイティリー語形をわざわざ選んで、作ったもので、ある、ということはもちろん考

慮するべきであろう。

45 Kvceme 1986は第I連のC.mai:iaと第2連のC.cfaをどちらも問じようにもernindヲと訳す。
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他のし、かなる手段でも向こう岸に到達することはできない

3. ボートの運転手46はボートを綱で引っ張る

〔すべてを〕捨て去って捨て去って（＝常に捨て去って） 47サハジャによって48行け。ほかの

［仕方によってで、は］ない

4.道には恐れが〔あり］敵も手ごわし伊

栴生の大波により全てが沈んだづO

私は後述するように二つの語は別々のものを指すと考えるので、 f心Jと「意識」とし、うふうに

訳し分けた。

46 C. lμlUゐ泊I fボートを運転する人j英訳はもoatsman’

47 C. meli meliをKvreme1986はムニダッタ注およびc.6.1; 8.3のmel－の意味lこしたがってこう

解釈する。もう一つの可能性は歌詞のチベット語訳に従う「サハジャに従って従ってjfサハジ

ャに常に従って」。「従う J という意味は現代ベンガノレ語のm出 'join＇~こもある。
Biswas 1991の辞書には現代ベンガノレ語のmelaの意味として「（目を）開ける／（布を）広げ

るJとしづ意味を挙げる。 J.Das' 2000の辞書は中世ベンガノレ文学からの用例を広く集めるが、

これもmela:I. bγapta kara, bist紅 kara;2. unm五itakarii, cao悼というふうに同様な意味を挙げ

る。従って中世・現代ベンガノレ語のmelaは「捨て去るJとしづ意味を持たない。

C. mili miliという表現はチヤノレヤーパダ第8歌第5連bama調説明 capimili mili manga「左

と右を押さえて道にj合って沿って」にも現われる。ムニダッタ注を参考にすれば、精液の流れ

が左右のイダー・ピンガラー管を避け、中央のスシュムナー管に沿って上昇する、と角将司でき

る。同じ意味を第38歌第3連に適応しても良いように思う。“サハジャに沿うこと”は“スシ

ュムナー管に沿うこと”と同義かもしれない。

48サハジャすなわち「生まれながらに備わった仕方でJ「特別に努力することなくJとしづ意味。

Kvreme 1986は＇withoute貸出’と訳す。

羽歌詞のチベット訳もムニダッタのサンスクリット注も解釈に乱れがあり、 Kvreme 1986, p.224 

(38.3）はそれらを参考にして独自の解釈を提示する。在もこれに従う。

5° Kvreme 1986, p.224 (38.4）はTurner1966, buφ‘sink' (9272）に基づいて C.bol訟を解釈する。

Turnerの辞典は、ベンガ｝J,藷あるいはインド東部の言語の語葉に範囲を眼っているわけではな

いので、 Turnerを使ったこの解釈がどの程度、妥当なのカ呼ムには判断しかねる。歌詞のチベッ

ト訳はmam-par'khrugs 'became agi凶ば、ムニダッタ住のチベット訳は’泌rrul-par=＊劫叫h‘led
as回y’となっている（Kv寝泊巴の議論を参照せよ）。

S同也a1969, p.100はねり I［感官対象を〕破壊してj と訳すが、被はsas凶2005の読みを用い

ているから、あまりあてにならない。

She血1986のプラークリット辞書 (Paiasad出m油fil)J)aVO）には動詞vol-（過去分詞volia:”）：伊i

kar'nえcal'na；伊Z危うえ凶ar'kar福； atikraman'kar'na，叫larpghan'kar'naが寄鵡たされている。用例

のなかにアパブPランシャのPailmacおおのものも言言及されているから、この語がアパプランシャ

でも用いられたことがわかる。もしC.boliaの語掠をここに求めてよいなら、問題の言軒子を「存

在の大波［のなかを］全ては進んお過ぎ去った」あるいは「荊主の大波を全ては乗り越えたJ

と解釈できる。またsas凶2005はC.~aha biの代わりに凶aa(= Skt vi~aya·うと読む。 Kvぉ:me 1986, 

p.9はsas凶 2005の読みには間違いが多いというが、もし、それでもこちらに従うなら「存在

の大波により感官対象は乗り越えられた（＝溺れた）Jという意味に取れるかもしれない。

一方、私はIDas'2000の中世ベンガノレ諾酔典にbol':phen’f泡j末Jを見つけた。これを参考
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5.岸辺に沿って激しいお取もを昇る51

サラハは言う。天空に到遣する

歌詞の表面的な意味だけをみると、修行者がグノレのガイダ、ンスに従って、身体・心・意識を制

御して彼岸に到達する。そしてそれはサハジャ“生来のメソッド”による、という嵐に、解脱

を得る方法が説明されているようにみえる。

しかし注釈者ムニダッタはこの歌に性的な内容を読み取っていたようである。彼は第1連の

注釈のなかで次のように書く：

V得隠せal司a-sarμyoga品iava-jaladhi圃maclhyepaiica-jfifu:盟副知山.qi.52

対1政平均a-sodhita-sarμvrti-bo制 cittarμ sthirも知yakaya-nau叩~fu:µ kuru. 

訳「金問Ijと蓮華の結合としづ存在の53海の中で、五智であるところの、高齢伊にして浄化された

世俗諦の菩提心を堅田にして身体というボートの守護をせよ550J 

「金問l]J と「蓮華」との結合は、明らかにリンガとヨーニの結合を意味する560 「菩提心J

にしてもよいなら、第38歌の問題の表現は f全てが泡沫となったj と訳せるかもしれない。

またApteの党語辞書にはSkt.volaka 'a whirl pool'としづ語が記載されている。もしこれを採

用してよいなら、 bolia< Skt.～olita-r換を巻いたj としづ意味になるかもしれない。これは私

のスペキュレーションに過ぎない。ただし「渦」はパウノレの象徴言語で、は「射精による精液喪

失jを意味し（Cf.Harder2004,p.36，‘Strudel＇），船旅を歌った歌詞によく出てくる。第 38歌のこの

千子にもよく当てはまるように思う。

51 Kvreme 1986はムニダれツタ注（tirclhvarμ gacchati）と歌詞のチベット訳に従いC.ujaa, samaaを

河弘、am話すなわち3rdpers. sg. presとして解釈する（‘itgoes', 'it enters')o 3rd pers. sg. pr1巴s語尾の

ヴアリアントとしての”aはChatterji1970, vol.2, p.931に記載されている。

しかしC骨 ujaa,s阻ぬを2ndpers. sg. imp.と考えることも出来る(N.Sen 1977，刃00トロxv）。その

場合は f昇れj f到達せよj となる。

52 Kvremeはムニタゃッタ注のサンスクリットの結合語を分解して記す。 N.Sen 1977, p.101によれ

ば写本ではj自立natm北部1となってし、る。

53あるいは「金醐と蓮華の結合から生じた海」。

54 vil北 部:ia「高齢§J rタト面的な特徴を高齢もた」とし、う意味。杉木恒彦氏の私信によれば、この語

は4つの歓喜のうち、最上位にある倶生歓喜夫sa11得fu:landa）の性質をあらわす｛cf.Hev呼atantra）。

vil北羽平aについては田中 1997,p.113も参照せよ。

55杉木恒彦氏の私信によれば、 pafic吋宣言naとは五智のことである。五智は仏の智慧を5つの観

点から分類したものであり、菩提心φodhici回）は五智を顎綿する。

sarμv].1:i-bodhici闘は f世俗店向の菩提心j菩提心（＝精液）は姿形をもっ、世俗諦lこ鵜する方

｛更であるゆえ、こう呼ばれる。しかし、真理体験へと導く優れた方便で、あるので、vil試写却a-so品iぬ

という修飾がなされている、と考えられる。鉛:rμv].1:abo品ici加についてはDasgupta1995, p.94を

も参照せよ。

56 Cf. N. Sen 1977，氾αviii.
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(bo品icitta）は仏教タントラの象徴的表現で精液を意味する570 大意は「“存在の海”とは、男性

性器と女性性器の結合すなわちセックスの象徴詩である。船頭がボートをうまく操るように、

｛断予者は自身の身体・生理機能を制御し、精液の流れをうまくコントローノレせよ。jというよう

なことであろう。

ムニダッタ注のこの「菩提心」としづ表現は歌詞のc.Cla (Skt. ci託a）を説明したものだろう。

したがって第1連の C.mai;ia ( = S祉 mar砂）すなわち「思考器官／心jはC.ciaとは別のもの

を指す。 Cla「意識Jとは精液のシンボノレだということになる。

第1連により修作者の身体がボートに愉えられた。しかしパウノレの歌詞で、はしばしばボート

に積荷を載せて流れを逆行することが歌われる。パウノレの象徴言語で、は、これは精液がスシュ

ムナー管を逆行（すなわち上昇）することを意味する580 チャルヤーパダ第38歌においても、

ボートは修行者の身体であり、同時に彼の身体の内部で上昇していく精液のことでもある。こ

の歌の第2連はそこで、、 f精液を制御して上昇させるj というように解釈できる。

チッタゴンの宗教歌（マイジパンダ、リ Maijbhfu;i.事d歌謡）を実地調査したHarder2004, p.33は、

パウルやマイジパンダリ歌謡の象徴言語において「ボートによる航行Jのモチーフには2種類

あるとしづ。一つは）11を遡行すること。もう一つは）IIを横切って向こう岸にたどり着くことで

ある。第一番目の種類は、精液の上昇を意味する。第二のものは、彼岸への到達、俗世界から

の解脱あるいは神々の世界への移行を意味する。チャノレヤーパダ第38歌第2連にはこの両方の

種類が同時に現れる。第2連の前半ではJIIの遡行が、そして後半では彼岸への到達が言われて

いる。この二つのイメージが互いにオーヴァーラップ。する。

第4連の「敵」制iat;i:但）とは、ムニダッタ注によれば「太陽と月Jを意味する。内なる太陽と

丹とはピンガラー管とイダー管のことである590 これを採用するなら、クンダリニーがヒ。ンガラ

57 c王Dasgup匂 1995,p.248; p.416. 

58 Cf. R.P. Das 1992, p.407, foo1note 131; Harder 2004, p.36.パウノレ歌謡における「積荷」については

U.Bhanac泳ya,1980, p.307を参照せよ。

U.Bhatt;ac句raibid., p.389によれば「ボートj は修行者の身体をさす、とし、う。修行者の身体

の内部に流れている fJ11」すなわちスシュムナー管を修行者の身体とし、う「ボートJが航行す

る、というのは、物理的には矛盾するが、おそらく、修行中に精液の流れをコントローノレする

作業を、洪水の際のボート操作に日食えている。

59 ただ、しムニダッタは房次のc.biをSkt.dvi－に相当する語と考えて、「敵jは「二人」すなわ

ち二本の管である、と解釈する。

しかし数謂が名詞に後置されkhfu;i.tabiとなるのは、NIAにはあまりみられない現象で、あって、

部ikhar取となるべきなのではなし、か？そこで、私はbi口 Skt.apiと解釈する Kvremeに賛同す

る。けれどもこの点を除けば、「敵Jはピンガラー・イダーである、とするムニダッタの解釈は

参考にすることができる。
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一管やイダー管に入ってしまわないようにして、スシュムナー管iこ導き、そしてスシュムナー

管に沿って上昇させる、とし、う内容が歌われていることになる。気息というボートには精液が

積苛として載せられているぺ修行者はボート運転者すなわちグノレのガイダンスに従って意識を

集中してボートを制御する すなわち気患を制御する。ピンガラー管とイダー管は頭蓋には繋

がっていないが、スシュムナー管は頭蓋に到達するので、精液を頭蓋すなわち「天空」に到達

させることができる。こういったふうに、パウノレの象徴言語を参考にしてチヤノレヤーパダを分

かり易く読み解くことができた。

ただし、パウノレの象徴言語においてはふつう f敵Jはピンガラー・イダーよりもむしろ人間

の敵 f色欲、怒り、貧欲、うぬぼれ、意栄、拓みJを意味する610 確かにこれら6つは6つの大

波（与a<;llinnaya与062とも呼ばれるから、次の行の「栴±の［海の〕大波Jに通じる。もしこれに従

うなら、スシュムナー管の流れを逆行する途上で、欲望という散あるいはワニの餌食になり、

沈むのすなわち射精としづ失敗を犯す危険がある、と解釈できる。すなわち第4連は、未熟な修

千子者の犯しがちな失敗を描写している。

このようにパウルの象徴言語を利用するとムニダッタとは多少異なる解釈が可能になること

があるへ

第47歌65 （ラーガ・グノレジャリ一、ダーマ｛ザ）には性行為が露骨に歌われる。

ピンガラーとイダーが「太陽と月」と呼ばれることについてはcf.R.P. Das 1992, p.403, § 150 
ω 「干顎苛Jが精液であるということは容易に見当がつくが、「ボート」が修行者に制御される気
患のことである、というのは私自身の個人的な解釈である。実際に気患をボートと呼んだ、パウ
ノレの歌詞を私は知らない。ただしR.P.Das 1992, p.392 (§4）は精液を運ぶのは気息であり、そして
それをパウノレは也mer＇同’（“息の働き＂）あるいは uI'takal' （＇‘逆さまの立主位／撞披’）と呼ん
でb旬、と述べる0

61 Harder 2004, p.38：“Die sechs Staker sind vermutlich die Feinde des Menschen, die in verschiedenen 
indischen Traditionen vorkommen: Lust, Zorn, Gier, Selbstge怠lligkeit,Eitelkeit und Neid." (Abdul Gofur 
Haliのこの歌詞では“敵”は“ボートの6人の漕ぎ手”と呼ばれている。）

62アプテーの党語辞書は泌miの項で、Bhagavata-pur勾丘10,70,17:soka-mohaujar忌m向ril~ut-pipase 
号a<;l耐mayal:iを引用する。

63第4連の「沈む」とは“精液が下に沈む”すなわち精液がスシュムナー管を下降すること、
あるいは射精というようなことを象徴するのかもしれない。

64 あるいはムニダッタは「“敵”すなわち欲望等にとらわれて気息（あるいは精液）の制御に
失敗し、気息（あるいは精液）をイダー－ピンガラーの方に入れてしまった」ということを背景
としてイダー・ピンガラーを「敵」と呼んでいるのだろうか？

65チヤノレヤーパダ第47歌はS釘也a1969, pp.154-155; Dasgupta 1995, p.100にも解釈される。
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kamala h必Sam母hebhaYa maill I 

samatajoe jalia c問事li//1// 

事ha!c;lombi出arelageli agi I 

~asahara la! s泊cahfip均i112// 

nau kharaせfiladh面nana di8aY I 

meru錨必紅Bla! g拙明 paisaY1131! 

phatai"7 h組 hぽ-ab注吐1abhafci I 

phlta har与aba忽勾asasana p符註 ／1411

bh叫alC虫歯naphura lehu re j両1／ 

pafica nfilるu小igela pfuji //5// 

くくKvremefこ従った訳＞＞

1.蓮華と金問ljの関で〔彼女は〕死んだものとなった。

ハーモニーの結合によりチャンダーリー（“賎しい女”）は燃え上がったo

2. ドンピー（<;lombi“低カーストの女”）が焼ける680 家に火がついた。

月によって69私は水をかける。

66 N. Sen 1977p.121の写本にはgu<;Iφrlpa，必nfup.とある。ただし写本のc;l<;la文字とja文字は非常

に形が似通っている。彼は（ibid.ヲp.144）これをShahidullah1928などの読みを参考にしながらraga

伊rjaridhamapadanamと復元する。ラーガ＼グノレジャリーは今呂の北インド音楽ではあまり横奏

されないが、ラーガ・マーラー絵画にはよく描かれる仰aldschmidt1975, pp.268”271）。

67 N. Sen 1977, p.121の写本の文字は、たしかにphaいTとも読めるが、 N.SenはdhataYと読んで

いる。あるいはdha<;lhaYのようにも見える。ところがN.Sen, p.144は翻訳する段になって品祢I

をなぜかさらに亀加Tに改めて、この行を“itburns the 101由，han.；加raandbr.油mil’と訳す。 S均由a

1969, p.155はdac;lhai・（＝損rhai）と読み、これをマイティリー訳頃ha"i 「燃やすj と解釈する。こ

のdac;lhaI（ロ福山aりとし、う読みはおそらく Sh油idull油 1966,The Buddhist Mystic Songs所収のテキ

ストに従ったものだ、ろう（c£N. Sen 1977, p.121, footnote 18）。たしかにSheth1986のプラークリッ

ト辞典仔互iasad也mal1ai;u:iavo）にはdac;lc;lha向（く Skt.也g伽うという語形が記載されている。開Aに

おいて、過去分詞形を利用して現在形dac;lhaI（＝倫hai）が新たに作り直される、としづ過程はあ

り得る。歌詞のチベット語訳はchigやp王of’chig-pa）‘bum’そしてムニダッタ注のチベット訳は

sreg-pa‘bum’となっているから、こちらの角献に合致する。

邸ただし写本では頃hadombi ghare Iageli agiとなっている（C£N. Sen 1977, p.121）のを、 Kvreme

1986が改めた。写本どおりなら「火事のドンピーの家には火が点いているJと訳せる。ムニダ

ッタ注も歌詞のチベット訳もこのように解釈しており、 Kvremeのテキスト改変が絶対に正しい

かどうかは議論の余地がある。

69 C. la! (gerunのをKvreme1986は‘蹴ing’と誼訳するが、私はこれをgerundの後置詞としての用

法と考えて ffこよってJと訳した。
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3.激しい炎も煙も見えない。

手期航山の頂きにより70天空に入る。

4.ハリ、ハラ、ブラフマー［という］主人たちは石蹴もた71

九つの徳性は破壊された。支自己は脱落した。

5.ダーマははっきり う。一知って［これを〕敢れぺ

五本の管より水が上がっていった。

（訳の終わり）

第工連「蓮華と金剛の関で」とは蓮華（ヨーニ）と金剛（リンガ）、すなわち、性交の際にo

Kvreme 1986は写本のmialiをTurner1966に従ってmailiと改め、「［彼女は］死んだ、もの（maUり

となった(bhaYa)Jと訳す。これはパウノレの歌のそチーフの一つ「生きながら死ぬこと」（ベンガ

ノレ語jyante/jyantamar云） 73のことであろう。オノレガスムスに到産すると修行者は、現世を超越

し、まるで、死んだかのようになる7¥

これについては宇部頓1995,pp.747・745のパウノレの性交修行についての言呂志が参考になる。これ

によれば、「愛の審悦の中で、パウノレは、すべての世俗的蕗情を失う。そして、彼は、「生の中

の死」 Gyantemara sid）の状態を経験する。」（ibid.）修行中のある特定の鱗関以後、

70 C. lai' (gerund）をKvreme1986は‘reaching’と直訳するが、私は後置詞として訳した。

71現代ベンガノレ語phata‘tobreak into chinks, to split, to burst’ 

72瓦vreme1986はC.lehu民 jfu;rlを“T沿ce血is,having understood”と訳すが、これは複合動詞かも

しれない。現代ベンガノレ語j忌＃五neo戸Geneneo戸） ヒンディ jan'Jena r知ってとるご＝知るJ（知

って自分の知識にする、というニュアンス）に比較せよ。（ただし複合動詞において補助動認が

前に来るこの語・JI慎lehuj婦が許されるのか疑いが残る。）

またKvremeはc.phi可a(= Skt. splmta）をbhai;iai'の修飾語（高lj詞）とするが、私はこれには賛

同できない。 bhai;ia'iは詩の末尾の作者名を織り込んだ詩句（bhai:iita）の常套表現である。従って

私はこの行を「ダーマは言う。はっきりと知ってとれ」と訳す。なお、同じ連の後半に別の複

合動詞柑註 gelaf昇って行ったJが見える。

歌詞のこの部分を解説したムニダッタ注は残念ながら写本の欠落部分にある。しかし歌詞の

チベット語訳が残っており、 gsal”harm也ad-nas［…］ shes”par gyis-shig-pa’o「明確になしてから・・・

認識せよ」となっている。これに従うならば、 c.phuraはC.Jehu re j均Iを修飾する高lj詞であ

り、 C.lehu re jfu)iは、複合動詞（「知り取れJz 「知れJ現代ベンガル語jani戸neoya,jiini戸niyo

に相当）である。

73 c王RP.Dぉ 1992,p.389.チャノレヤーパダ第49歌第5連のC.jめantemaileをKvreme 1986, p.259 

は‘livingor dead’と訳すが、これはパウノレの「生きながら死ぬことJGY組 temara）に相当する表現

で、「生きながら死んでいるJとしづ意味に違いない。

74 これはlapetite mortのことであるように思われるがどうであろうか。ただし、パウノレたちは

これについて以下に見るような深遠な意味を込める。
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（引用）修習者は男女とも、肉体的感覚ぞ敬望を捨て去り、［死体］のようにふるまわねばなら

なし、そうすることによって、彼らは真の fスヴァ・ループ・サドゥナ」に成功するだろう。

小さな川がガンジス川に合流するとき、小.）IIの水はその実態を失い、それはガンジスの水と同

じものとなる。「ノレーフコ（f自己J）が「スヴァ・ルーフコ（「真の自己J）と混じりあい、両者が

間ーのものとなったとき、 f生の中の死」の状諮を達成できる。（村甑 1995,p.745）行

ただしチャルヤーパダ第47歌のこの館所のma却をねrreme1986は過去分詞の女性形と解釈

しているので、「死んだjのは女性でなければならないが、これは果たして誰であろうか叶針子

者（男）が性交するパートナーであろうか？歌謡の中には fチャンダーリーjfドンピー」とし、

う賎民の女性を意味する語が登場するが、これのことであろうか？ただし「チャンダーリーJ

「ドンピー」は後で説明するように、「クンダリニー・エネルギ－Jの象徴語でもあるようだ。

それでは「死んだ女性jと「チャンダーリーj 「ドンビーjは同ーの女性なのだろうか？それと

も別々の人物なのか？

しかしKvreme1986のmiTiという読みが絶対に正しし、ともいえない。彼はTlli11er1966の辞

書をめくって、そこにたまたまあった語を採用したにすぎない。 N.Sen 1977は写本のmialiをそ

のままにして、これをベンガル藷mit甜（官endship,boon companionship, alliancめに相当する語と

売特尺する。この角特Rを採用するなら同じ行を「ヨーニとジンガの簡に親密な結合が生じたj と

訳せるだろう。ただしJ.Das'2000 はmit詰の語源をSkt.mitra朝十五Ii”としている。この語源解釈

を信用すると、為位A*n註tt副“となり、これがさらに二重子音＋を失って＊mi組になったと説明で、

きる760

一方、歌謁のチベット訳はC.kamalakt必am再！？るbhafamialiをT.rdorje pad叩 a’idbus-su gyur-pa 

blangs r金時I］と蓮華の間に生じるものを得たJと訳す。 T.blangsはT.len”pa'to receive, get, obtain' 

の過去形だから、原語としてはC.*miliaとしづ語を想定できる。これを採用するならこの行は

「ヨーニとリンガの開に生じたもの得たJすなわち精液と経血を混合させたものを再びペニス

から吸い込んだことを言う、と解釈できる。あるいはbhaYaを f生じたものj という動名詞では

なく、「なった」としづ述語として免卒者Rするなら、 fョーニとリンガの開に得られたものとなっ

75 これは本ポ頼が現地調査で得た、あるパウノレの言葉である、という。

76母音開の連続子音舟”の消失についてはChatterji1970 ＼ゐl.l,pp.254欄255を参照せよ。例えば

C. ciaく Skt.ci住h 恥位Aciαa－となる。
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た」と訳せるが、これでは意味が少々不自然であろう。

第2連後半のsarnat対oe（くSkt.sarnatふyoga岨）「ハーモニー77の結合Jとはムニダッタ住によれ

ばp均出，upaya-s却恐ta-yogena「般若と方便のハーモニー［の取れた］結合」すなわち女性要素と

男性要素がバランスのとれた結合をすることをしづ。この結合により生じた大いなる央楽（大

楽）のf青欲の炎により、 I膏にあるニルマ一ナ．チヤクラにおいてチヤンダ一リ一が燃える、のだ

という78。

チャンダーリー（賎民の女性）とはSirpha1969, p.155によればクンダリニー・エネルギーのこ

とである。クンダリニーが燃え上がり、修行者の身体が発熱して変成しはじめる790第2連に「家

に火が点いた」とし、う表現があるが、 f家Jはパウノレの象徴原語で、 f身体」をさす-800

覚醒しはじめたクンダリニーは高熱を発しながらス、ンュムナー管を登っていく。この過程に

あるとき、それはしばしばドンピー（<;lombi低カーストの女）という別名で呼ばれる810そして

ソーマ（精液）の留まり場である月、すなわち頭蓋に到達し冷却される。そのため炎や煙が消

え去る。月（口頭叢）から按りまかれる水とは、精液のことである。修行者は女性パートナー

77 K vreme 1986は噛巴ぼ試onofS阻 1巴nessヲと訳す。男性原理と女性原理が合一しノ、ーモニーの取れ

た状態（サマ・ラサ）のことだと思われる。サマラサについてはDas伊pta1995, p.31を参照せよ。

78 mur泌 蹴a(Kvreme 1986, p.256): praj描輔・upaya”sarnafaヴogenam油asukha幽・raga刷 anala-avartannabhau 
nirmfu;ta幽 C込町 Cat).頃lijalita mama. 

N. Sen 1977, p.121はjalitaではなく jvalitaと読む。

ここで問題となるのはmahas耐 1a-raga・岨anala-av剖如「大し、なる悦楽の構欲の火の渦j とし、う表

現である。「渦jとは一体何のことをさすのだろう？パウノレの額数語で、「ねじれた流れJと呼ば

れるスシュムナー管を火が上昇するために識を巻くのか？ Dasgupta 1995, p.100 は‘agush of 

wind’と訳す。

79 s討せ1a1969, p.155: el詰仕切φfu会） yoga dv泳aCal）＇告肱 a，紅白atku♀科歯ii-sakt氷atejomaya鈎rira
ja伊 .tabhae gela. }:nmね nivasa，お1tal;istha押収泊予阿梅 matr a p茄ca-bhautika知弘必
(kur;iφfu虫a）吋asavitia与・tabhae gela, viisaiilldika cir手tie.

ヒンドウ・タントラのクンダリニーに相当する仏教用語チャンダーリーについてはDasgupta

1995, p.99、第47歌第2連後半の複数の解釈の可能性についてはibid.,p.100, footnote 2を参照。

fチャンダーリーの火Jは仏教タントラのピンドワ・ヨーガの用語である（cf：田中 1997,p.91）。

8° Cf R.P. Das 1992, p.399, footnote 66; Kvreme 1986, p.256 (47.2). 

81 Cf Das伊pta1995, p.1020 ドンピー“賎民の女”と呼ばれる理由は、秘儀のイニシエーション

を一般者はこのエネルギーのことを悪し様に言っており、イニシエーションを受けた者のみが、

その本当の力を知っているから、ということらしい（ibid.,p.103）。ムニダ手ツタ注は

pari8uddha引 radhuti「アヴァドゥーティを浄化した者j、つまりクンダリニーがスシュムナー管を

浄化して、上昇する、説明する。

ちなみにジフ。シーの自称rom,romaは古代インドの賎民の名 <;lomba,<;lomaに由来すると言わ

れる（JulesBloch 1993, pp.4功。
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の備夜をペニスから吸しもみ、自分の体内で精液と混ぜて、須弥山すなわちスシュムナーザ2を

通じて天空（口頭蓋）まで引き揚げる。

精液が冷たいのに対し、女性の｛科技は熱いとされるから、燃え上がっているのは女性の｛村夜

であるとも解釈できる。熱い女性の俄夜は精液と混合しJ借 Hされ、修行者は至福に到達する、

というのであろう。

第4連の fハリ、ハラ、プラフマーJをムニダッタ注は「尿・精液・糞の三本の管」と解釈

するが、本当にこの解釈が正しいのか、よくわからない。ハタ・ヨーガの理論によれば、スシ

ュムナー管には三つの結び官（granthi）すなわちヴ、イシュヌ、シヴァ、ブラフマンの結び、目があ

る。クンダリニーがス、ンュムナー管を上昇するi擦に、この3つの結び自を燃焼して突破する、

という830 私はこちらの解釈の方が妥当であるように思うが、どうであろうか840

第4連の後半をKvreme1986はphlt五haijl5i:i.aba伊平asasana paraと復元している。そしてこ

れをほつの能性は破壊された。支配は脱落したj と角特Rする。加ba伊明にはこの他にも「9

倍Jr g本の紐Jなど複数の解釈の可能性があるが、 Kvremeは前半の c.bh頑（< Skt. bhartト）

f主人jや同行の sasanar支店むなどとし、う表現を参考に、政治学の用語であると考え、王国

政府のほつの徳性」ととる860 そして、 C.p析をTum巴rのNIAの辞書に従って、動詞 f落ち

82 c王Shahidullah1928, p.75(Le Dohako早ade Kiil}.ha, 14): barか伊比四也ra伊hirajagu tal五saalabi 

tu附 Ibimala salila sosarμ j延長国la伊ipai'tthai // ehu so uddha [me]ru(ra）品M明Idharasamabisama 
誠司a[ na pabai' I bhai:i.aY凶 madt水辺iaduは加 durababiihako mane paramattve pmibh五bai'//] 
“Lacaveme d巴lagrande montagne est profonde. La le monde entire se brise. L' eau pure sとche,!ors年ie

survient le feu de la fin du monde. C巴抗emontagne est tr1とscli伍cileagravi工匂ntotplane，ぬntotrugueuse. 

On ne la franchit pぉ.Kiil}.ha clit: qui peut concevoir dans i’esprit Jes choses difficiles a voir, clifficiles a 

peneなer？”（ibid.,p.86). 
"Nous comprenons ainsi : I’existences’anem1tit quant le sou但ereste immobile由nsI' artere cern出 le

SU.仰 nniisituee dans la cavit己de］’epinedorsale. (II aboutit aussi a la retension du sperme ). Si le sperme est 
emis, on devient la victime du temps." (ibid. 93) 

83たとえば音楽理論番Smigitar油 掘 ぽa(13世紀）のチャクラの記述を説明する際に、柱釈家

Kallin主役1a(15世紀）はこの理論に言及する。 Kalliniitha(on S回gitara凶紘 抑 1,2,12（ト122ab):
伊 iipac14;ta”pra凶re1:i.ay鉱na-niyarniicli”krame1:i.avayor i骨piil.galayol).~ciirarµ nirudhya tena vii戸ma
sa“valn滋iabral1llla”grm1thau su抑加忌m司a-randhra刷 grant陥曲pkn平和泊必p回早h apas訟yatatra 
pravesitena tena耐泊四師事世間的・伊幽凶rμ kra盗塁dbhede鈎ti,km).φ1inI ca1加 a-vakratfupvihaya 

yadii討utぬPprapyate.太宇部の大意「プラフマー・ヴィシュヌ・シヴァの結び自を順番に破った

際にj

84 また、バウノレの象徴言語で、「3本の管Jや「3本のJ11」は通常はスシュムナー・イダー・ピン

ガラーをさす（RP.Das 1992, p.413 (§33, §34）；大西 1986,p.36）。しかし、これらが可尉もた」と

いうチヤノレヤーパダ第47歌第4連の意味がわからない。

ss hai' （出現代ベンガノレ語hay＇）の語源＊ alia'iについてはCha枕erji1970, p.93を参照せよ。

86政市学の徳性（gui:i.a）は実際には6つで、あるから（cfK vreme 1986, p.256 ( 4 7功、この根拠付けは

薄弱である。ただし、歌詞のチベット語訳yon刷出1d伊「9の性質j あるいはほの能性jはこ

れを支持する。
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る」と解釈する。この動詞は現代ベンガル諾p頑（動名詞）やヒンディ paf'na（不定調）に相当

し、現代でもよく用いられる語である。しかし、それならばc.paraは動詞「落ちるjの、どう

いう活用形なのだろうか？Kvcemeの英訳は＇hasfallen’となっているから、おそらく完了分詞と

解釈したと思われる。だが、完了分詞ならばc.*parおとし、う形になるはずではないのか？たし

かに現代ベンガノレ語においては pcヰをとし、うE都杉は動名詞と完了分詞の両方の役割を果たすが、

果たしてチヤノレヤーパダ、の言語の段階で、も同じことが言えるのか？こうして Kvcemeの解釈に

もすっきりしない部分が残る。

一方、歌詞のチベット語訳は品加aとp婚をそれぞれyul'count!γ，grong岨1yer‘a加getown, 

city＇と訳している。 Kvceme1986は、この解釈について、 paraく Ski.p司法ル＇akind of village’と説

明する87。たしかにSkt.p均b帽の中期インド・アーリア語形はpa<;laya-88「（町などの）区画、通り」

となるから、そこから C.p梢という語形が出来たとするのは、不可能ではない。また、間じ語

根Skt."1patの派生語であるSkt.p時缶、placewhere four roads meet’‘a city, town’（Apte), Skt. pattan缶

、ity'(Apt巴）という語もあり、これらをC.p符五の語源とすることも可能であろう。もしこの解釈

をとるなら、第4連後半は「（政府の） 9の徳性と支配［領域下〕”の都市は燃えた90Jとなろ

つ。

もうひとつの可能性は、 Skt.patta－‘a royal grant or edict’‘cloth’下l蹴’（Apte）とし、う意味を採用し

てc.偽 ana-pata「法令や取り決めごとの記された板あるいは布きれj と解釈するものo N. Sen 

1977, p.144やS主pha1969, p.155はこの解釈を採用してほ本の紐と命令の掲示板が破壊されたJ

(N. Senの訳）と訳す.910 掲示板あるいは掲示幕を9本の紐で、縛ったのだ、ろうか？N.Senは9

本の紐とは聖組：であると角梓冗する920 この歌詞の作者の日常身の回りにある物にかけて、修行の

擦の何らかの動作を象徴したのだろうが、今となっては何を意味するのかまったく判らなし伊。

87 ただい Apteの嬬苦辞書はp嗣 ca-m.‘partof a village’‘the half of a village’などの意味を挙げる0

88 c王Sheth1986σaiasadゐmahai:n;iavo): pa<;layか： mul叫iえraせiya「（町などの）区圏、通りJ

89 チベット訳は「国Jと訳すが原語のsasaiiaには（すくなくともサンスクリットにおいては）

「国j という意味はなし、

90 c. pl前五をチベット訳はchigr燃えたJとする。

91 ただしSirμha1969, p.155はc.pl証~aを phaµ gela r粉々になる、粉砕、破裂する」と訳す。 J.

Das'2000の中世ベンガル語辞典にはplnf:phapya yay', phate「粉々になる、粉砕、破裂するj

この他にも3つの同音異義語があるが、存度壊されたJという意味にはならない。

92 Cf. Nil'ratai1' Sen' 2001, p. l 51: naba-gi氾！＇(paita) 

93 ＂＂也ite2003, p.l 02に、 Matsy間企aillitlia作Kat判筒n組問ayaの表現としてj酪叶patta（‘匂bletof

gnosis’タントラの聖なる教えが記された板）が見える。しかし我々の議論には関連がないよう

である。
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ムニダッタ注によれば9つの気患と感官対象のことだというべこれを参考にSirμha1969, p.155 

は sasanaI支配」とは感官に操られることであり、それを破壊して自痴になる、と角献すが50

9つの気宮、と感宮対象の破壊に関するハタ・ヨーガの理論が本当にあるのかどうか、私は知らな

し、 Sirμhaのシャイヴァ・タントラ修行者としての実体験に基づくのかもしれないが、私には確

かめるすべがない。

最後の行の「5本の管Jについてはサンスクリット注釈にも説明がないので想像がつかなし伊。

f水が上昇する」というのは4帯夜がスシュムナー管を上昇することに違いないが、それならば

5本の管とは何を意味するのだろう？S白色aibid.（こよれば，ハジ・ハラ・ブラフマー・ナヴァグ

ナ（すなわち9気患）・感官の5者のことだとし、う。この解釈は一体何にもとづくのか、彼は明

らかにしていなし伊。

fチャンダーリーjや「ドンピー」とし、う表現は、以上に考察したような修行者の身体内部

のエネルギーを象徴fすると同時に、もうひとつの意味のレヴェルで、は、修行者が低カースト出

身の女性をパートナーとして性交を行ったことをも示唆している。

91 illUI註datta(Kvぉme,p.25η：nava-gi.uμmiti nava pavanafi ca I儲阻むn託i

c法与ur-in耐ya.“ac五品号aya・品diyar:μ ca也gdhvasa eva riiga帽 analonil)svabhav鉱干igata.l). I 

95 s向性1a1969, p.155: nava-pavana-riipa nava－忽持政aev鉱nindiiya-sasむ双lea幽patt;aphati gela. 

96 写本において、第5連に対するムニダッタ注は最初の部分を除いて欠落している。しかしチ

ベット訳は残っている。ムニダ、ッタ注そのものが象徴的表現を多用していて真鶴卒であり、その

チベット訳も、意味不明な部分が多いが、ここに試訳しておく。「第4匂（実際には第5句）に

より、［詩人ダーマは］第4歓喜夫ananda）をお説きになられた。“ダーマは言った”云々は、他な

らぬダーマパーダにより述べられた。おお、道を理解していないものよ！吉祥なる師匠のパー

ダとしづ手段によって、正しく金問ljと蓮華の交接を明らかになしてから、サハジャの歓喜を認

識せよ。これにより、大楽は、蓮華からやってきたものに他ならず、それは菩提心とし、う宝珠

の天辺に行ったもので、あり、〔それは］第4歓喜から、浄化されたナー夕、、とともに蓮華のナーダ

において（生まれる？）と。（それは）アヴァドゥーティとしサ道により再びその同じそれに赴

く。」

「菩提心という宝珠の天辺に行ったもの」 (byang-chub酬匂isemsnor-bu’i出かmorson (sic!)-pa）と

いう表現は難しし、文法どおりに解釈すれば、「菩提心という宝珠（すなわちペニス）の先端に

行ったものj と解さざるを得ないが、もし、可能であれば、属格を、開格を意味するものと解

釈して「菩提心という宝珠（すなわち精液）三主立／笠、［頭の〕天辺に到達したものj と瑚卒

したいところである。

ただし杉木恒彦氏にいただいたコメントによれば、仏教には宝珠（ェペニス）の先端に精液

を国定して神秘的怯惚を深めるというヨーガ（Ghalftapa也のpan叫回m乱）が存在する、とし、う。

ムニダッタ注の仏教教理とそのチベット語訳は、本稿の扱う範囲を超えているから、私の議

論をここで打ち切る。

自7White 2003, p.l 01はシャイヴ、ア・アーガマのシヴァの教えの5つの流れやaficasrotas）を、女性

の経血の流れに関連付けており、この論が仮に正しいとすれば我々の議論にとって都合がよい。

しかし残念ながら彼の論の進め方はかなり強引である。
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次に扱う第4歌では、こうした不可蝕賎民出身の女性とのセックスが赤裸々に歌われる。こ

の歌については、第2次世界大戦後、 1950年代にネパーノレで新たな写科卒が見つかった98。こ

の新発見の写本群に記載されているチヤノレヤーパダの歌調は、ネノ〈ーノレの仏新走たちの聞で今

も歌い継がれているという。これらの歌は現地で、はチャーチャー（caca）歌と呼ばれている。チャ

ノレヤーパダの写本では、各歌詞の冒頭で、それが歌われるべき旋捧（ラーガ）名が記載される

が、旋律の規定は現在歌われる際にも遵守されているという。チヤノレヤーパダはインド音楽史

研究の観点からも重要な資料なのである。

この新しい写本をもとにDas'gupta1989が f新チヤノレヤーパダ（naba-cむyapad'う」とし、うタイト

ノレでエディションを作成した。しかし彼はその作業の途中で病に慣れ逝去した。そこで、この

エディションは不完全な形のままで出版された。このエディションの最初の歌が、私たちが今

扱おうとしているチヤノレヤーパダ第4歌に相当する。以下にKvぉ:me1986の譲先したテキスト

を示すが、脚注にN.Sen 1977とDas'gupta1989の提示する読みを記しておいた。

第4歌 （ラーガ・アノレ、グダリ一作） 99 

tia"1Qa. capi100 jo凶 de拙kaballI 

kamala kuli8a出拘，tew1karahii bi部 111//

joini t説102binu凶m必103na jあお凶／

to104 muha cumbl kamala rasa pfuamiI05ρ2// 

98 c王R.P.Das 1996, p.132. 
99 N. Sen 1977, p.14はragaaru gut~Qari幽padan訟u と読む。私はラーガ・アノレとしづ旋律名を開いた

ことがない。実在するか疑わしし、現代の北インド音楽にはmarubihag’あるいはmar'vaなど

のラーガ名がある。ただしチャルヤーパダ写本のa文学と ma文字は7ちがあまり似ていなし、。

しかしDas'gupta1989, p.l (Nr.1）はragakan~ati, tfila jhapaとする。彼の用いた写本にはリズム

型（ターラ）も記載されていた。現代の北インド古典音楽においてjhap’出’は（2+3)+(2÷3)=10

拍子のリズムである。 Waldschmidt1075, p.p.92”98にはra出iiKar万五.ta(K拘呼a,Ka出 ra）が記載さ

れている。

100 N. Sen 1977, p.14; Das＇伊ipta1989' p.1 (Nr.1 ): capi. 

101 N. Sen 1977, p.14; Das＇伊pta1989, p.l (Nr.l）：単語I!ta ただしibid.,p.130ではgha早いとする。ム

ニダッタ注にぬtli佐abja-smμyoga-ghg;tauとあることは、位五平いという読みを支持する。

102 Das'gupta 1989, p.l (Nr.りには問じ読みを採用するがc.tui，知hmaとしづ異読も注記されてい

る。

Fischel 1981, p.347 (§420）にプラークリットの2人称代名詞具格としてMIAtae, tui, ta!, truなど

の語形がみえる。さらに2人称代名詞属格としてお1IAtumhaが記載されている。

tuiは中世・現代ベンガノレ語の2人称代名詞主格でもありうる。しかし中世ベンガノレ語で、はbinu

‘without’は代名詞主格形とは一緒に用いられない。

103 Das'gupta 1989, p.l (Nr.1): khanahu 
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khepahu106 joini lepa na jaa107 I 

mat泌rule108bahi五ofianeS叙naa10911311 

sasu gharもghfiliI I 0 kofica I I 1 ta.la 112 I 

can也 sujab巴1メpakhapl曲 I13 //4// 

bha♀aY guφn114 ahm巴115kundure bira I 16 I 

n紅 加 n記 ill司heubhila c踊 II7 //5// 

くくKvremeにしたがった解釈＞＞IJS

1. ヨーギニーよ！三角を押して抱擁［して］くれ。

蓮華と金岡ljを擦ることにおいて、夜を［作り〕なせ。

2. ヨーギニーよ！君がし、ないと僕は挙I]那たりとも生き〔られ］ない。

僕は君の口にキスして蓮華の蜜を飲む。

3. 剥那たりとも119ヨーギニーは汚されない。

104 Das'gupta 1989,p.l (Nd）は同じ読みを寂主用するが、具読toraも注記する。これは中世・現代ベ

ンガノレ語のこ人称属格tor’と同形である。

toく Skt.tavaは中世ベンガノレ語にもある（cfCha抗erji1970, vol.I, p.330）。

10s Das＇伊ipta1989, p.1 (Nr.1）は同じ読みを採用するが、異読pibamiも注記する。

106 Das'gupta 1989, p.1 (Nr.1）は同じ読みを採用するが、異読lq;epahuも注記する。しかし語頭の子

音結合はNIAの音韻にありえないので、この可能性は少ない。

107 N. Sen 1977, p.14:jaya 

Ios Das＇伊pta1989, p.l (Nr.1）はm明細leと読む。

Io9 N. Sen 1977, p.14: sagaa ただしibid.,p・130ではsarnaaとする。

I Io Das'gupta 1989, p.l (Nd）は向じ読みを採用するが、異読ghole,ghoreも注記する。

m Das'gupta 1989, p.1 (Nr.1）はkticiaと読む。

Il2 N. Sen 1977, p.14: tfil 

113 N. Sen 1977, p.14：凶i ただしibid.,p.130で、はphfilとする。 Das'gupta1989, p.l (Nr.l）は同じ読

みを採用するが、異読kl掻laも注記する。

114草木において、同ーの文字で筆写されているのにもかかわらず、 Kvぉme1986, p.87は語頭以

外のretroflexDやφを、中世・現代ベンガノレ語の発音を反映させてretroflexRゃので松写してし、

る。ところが、人名 guφdについては諾中で、も何故かretroflexDゃのを保持している。単なる

転写ミスか、それともムニダッタ注が異読gu<;Iφdを保存しているのを考慮したのか？
N. Sen 1977, p.14: gu<;lφri. 

Das'gupta 1989, p.1 (Nr.1）は開じ読み伊φdを採用するが、異読も伊早事ri,go調d注記する。

115 Das'gupta 1989, p.1 (Nr.1）は陪じ読みを採用するが、異読泊meも注記する。

116 N. Sen 1977, p.14: d胎 a.ただしibid.,p.130では異読b訪を採用する。

117 Das'gupta 1989, p.1 (Nr.1）は開じ読みubl曲 crraを採用するが、異読ubhayal凶 b頑も注記す

る。

118第4歌はS釘加 1969,pp.1 lOfにも解釈される。
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〔彼女は］マニクラから運ばれて、オリアーナに入る0

4. 〔彼女を］継背の家に置いて、鍵は鍵穴にある。

月と太揚の筒の扉［に〕は、かんぬき［がかかっている］。

5. 〔詩人〕グダリーは言う。「僕はセックスにより勇者だ。J

「男と女の間に旗が揚げられた。J

第1連のC.tia4告については諸説紛々としている120a Kvreme 1986, p.87 (4.1）はこれらの説を

一つ一つ吟味してゆく。それによると Sha!制ull出 1966はC.tiara ( = tiac;lli）と直し、 Skt.本国”vrtta・”

に相当すると考える（ただしこの語は辞書には記載されている語葉ではなしれ Paialacchlによ

ればSkt.キbη偏咽のプラークリット形tiyara－は‘girdleor cord of伽ees凶ngs’という意味であ

るという 1210 あるいはSukumarSenの説としてSkt.*tri－η叫匂闇＞ C. tia骨古ree酬peaked血ing’を

119 C. khepa加を歌詞のチベット訳.（＇ phangs-nas）も「投げてからj と解釈するが、これはムニダ

ッタ注（Skt.k?epat）に基づいている。しかしKvreme1986は現代ベンガノレ語の対ieザ‘aroundof 

action or occupation' (ex. elC’協ep'<fir' tana）似Biswas2006）を持ち出して‘evenfor a moment’ 「一

回でも」と解釈する。

ただし現代ベンガル藷のkhep’はSkt.k?epa-i'.l；変化した語で、もともとは「ー投げj という意

味から、転じて「一回」となったのであろう。 J.Das’2000には池Cザ：mul曲taf瞬間」とあり、

語源を示さないが、サンスクリットからの借用語k卒中’の意味のーっとしてbar＇「回Jを挙げる。
Apteの党語辞書のSkt.k与巳pa幽の項には、 f瞬間jや「国j とし、う意味は挙がっていなし、。

Apteには‘pぉs均 away(time)' ex.回la輔・k?e伊l:iとある。このほかに噛rowing,toss略 cas伽g’‘a

町oke(of an oar etc.）’や‘layingon (as a pa凶tetc.),bes悶ぽing’とし、う意味も挙がっている。これら

の意味を適応して苦軒子を翻訳するならば、それぞれ「突き上げ自こよって］も、ヨーギニーは

汚れないJ「塗りたくること日こよって〕も、ヨーギニーは塗りたくられないJとなるが、この

意味での仁 khepa(m. s忌nom/acc）＋加は、この箇所に文法的に適合しない。

MIAの通常の音韻変化はSkt.k与中a-> MIAkheva－だから、これから逸脱する C.khepa はサン

スクリットからの｛昔用言吾と見なさなくてはならない。しかし、このほかにSkt.k?ip悶閉‘quick,

sp叩 dy’‘1/15ofam hfuta’（Apte)> f¥位A財布pa聞とし、う語もある。これを語源として想定すると、

母音問のpの残存が説明可能になる。

S同由a1969,p.110は奇妙なことに、凶epahuと読んでいる。この読みの根拠となるものを私は

Sas凶 2005,p.9，仁組長palm以外に見つけられなかった。この読みは疑わしいが、もし、これを

採用するならば、これを動詞の lstpers.sg. pres.と解釈して「僕は突き上げる。［でも〕ヨーギ

ニーは設主島主ど／塗りたくられなし、」となる。

ただしS均せia自身は名詞C.khepa (m. sg. nom/acc) ＋加と角特尺し、＂utk?epobhela para, yo伊i

lip尚 nalrihotlri＂「突き上げることがあったのに、ヨーギニーは塗りたくられない」とマイティ

リー訳する。そしてSirr社.iaはこれを、クンダリニー・シャクティがスワーディシュターナ・チャ

クラからムーラーダーラ・チャクラに移動しても、浄化された状態を保つ（sv袖 i納言出品

mfiladharo gela para o ktn:i.やfu必 akti釦.ddha引役varaliabe karath；〕と説明する。

120 c王Kvreme1986, p.87 (4.1) 

121 とKvreme1986, p.87 (4.1）はShalridullah1966の説明を引用する。 しかし、 Skt.*tri叫焔”の規
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紹介する1220けっきょく Kvreme自身は‘肘angle’f三角Jと訳して、確信がないのでクェスチ

ョン・マークをつけている。

N. Sen 1977, p.130はSkt.trivp:ta－百angularorgan’とするが同じ本のベンガノレ藷ヴァージョン

Nil'ratan' Sen' 2001ではなぜかSkt.trivart叫怯としていて一貫性がなし、。

しかし、いずれの学者も C.tia99訓iaQiiは「ヨーニ」を意味する、とし、う点では一致する。確

かにタントラの菌像でヨーニが三角形として描かれることは「三角」という解釈を支持する1230

一方、ムニダッタ注はC.tiaQii124を fララナー・ラサナー・アヴァドゥーティとし、う 3本の管J

と説明する1250 この3本の管とは、ハタ・ヨーガの3本の主要な管（ピンガラー管・イダー管・

スシュムナー管）に相当する仏教タントラの名称、である1260 3本の管は、人間の基底部から出

発し、ピンガラー管とイ夕、一管が甥占iiEを描いて中央のスシュムナー管に絡みつくかたちになっ

ている。その基患部にヨーニがある、ということであろう。このとき、ヨーニを下から見ると、

3本の管の入り口がちょうど三角形に位置している、ということかもしれなし、

あるいはSkt.本国々 art北＆＞永乱久＊ti-vattaga-> C. tiacJQii I 3つの渦」という語源解釈をして

はつの野総伏の管の根源、で、ある 3つの識がヨーニに集まっているJとし、うのかもしれなし、1270

則的な昔韻変化による MIA形は当v組ふあるいは汽ivana”で、あると予想される。これがN1Aにな

ると、規則的音韻変化フ。ロセスを経て、さらに汽iyatふ／＊tiyata－のどちらかになるはずだ。けれど

も、ここから C.tiya前tiyaraという語形になった、とし、う説明が妥当かどうか、私自身は判断

できない。さらにSkt.＊凶叫tta・・がはたして‘girdleor cord of three s肘ngs’とし、う意味を持ちえるの

か、疑問である。むしろ Skt.*tri-ka＼誌か （三本の替） >MIA汽igacJaga-/*tiaφaみ tia・倶とし、う

語源、を想定したほうが妥当なのではなし、か？

122 Cf Kvreme 1986, p.87 (4.1）.ただし、 S比国刊誌昌酬は、実際に荊±する語として静書には載っ

ていない。これがどうしてもree刷peaked出ing’としづ意味になり得るのか、疑問だ。 Skt.vrta－は

「固まれたJとし、う意味だから、むしろSkt.＊凶引t法公「三追を閉まれたものJ＝「三辺形Jす

なわち「三’角形Jとし、う意味なのではなし、か？また、規則的な音韻変化に従うならばSkt.

*tri叫taka->MIAキti刊誌社aga幽／情”・vattaga・剛〉キtia税aya-> tia<;l.Qi:i:酬となるはずであろう。

123 U. Bhattac訟ya1980，β333に引用されたパウノレの歌においてはムーラーダーラ・チャクラの

中に「三角」（trikot;ia）がある、と言われる。

124 K vreme 1986, p.89はti頑と転写するが、この自制tの写本にはレトロフレックス Rの字はな

いはずである。

125 mmrida同：出事 iザ adiI lalai必rasai1a・肝adhu嗣叫QY油出頃dyain(sic! ＝凶nacJyain)c叩ayitva

[ ... ] 

126アヴァドゥーティは真ん中のスシュムナー管のことであり、ララナー・ラサナーはそれぞれ

f太陽j と f月」すなわちピンガラー・イダーに相当する（cfDasgupta 1995, p.97; U. Bhattac拘ra,

1980, p.336）。

127 3つの管が会陰部で合流していることは、パウノレの歌調やマイジュパンダリ歌謡にも見える

cf Harder 2004, pp.35”36：““Tribe凶rghaf’oder"Ufer der drei Strome’＇. Heilige Zusainmenfliisse von 
批 iStr・むmengibtes討1Allahabad (lndien) und auch in Sudbengalen in der Nahe von Kalkutta. Es ist aber 

unw：出rsche凶ich，出sshier ［斗！用した歌詞の中で］ eine Reise durch die indische Geographie 

-256 -

st01
ノート注釈
st01 : None

st01
ノート注釈
st01 : MigrationNone

st01
ノート注釈
st01 : Unmarked

st01
ノート注釈
st01 : None

st01
ノート注釈
st01 : MigrationNone

st01
ノート注釈
st01 : Unmarked

st01
ノート注釈
st01 : None

st01
ノート注釈
st01 : MigrationNone

st01
ノート注釈
st01 : Unmarked



たしかに医学文献では女性性器を句幽avarta-r 3つの識をもったものJと呼ぶが、ただしこの場

合はヨーニの管はl本で、ヨーニの管が奥の方で、3田ねじれていることをいう1280

さて、ョーニをf押してJ(C. capi）とは具体的にどうしづ行為を意味するのかわからなし、129が、

いずれにせよ、男性の修行者は「ヨーギニー」女性のパートナーを抱擁する。

そして第2連後半「女性性器と男性性器が擦り合わされることにより」 130。c.bi詰 く Skt.

吋回出ふ＝ Skt.対同la-'twilight, eve凶1g’なので、「僕は夕暮れを作り出すんなんのことだか理解

しかねるが、ムニダッタ住はこれをシュレーシャとして理解したようで、 Skt.vi・同la輔＝.

kfila-rahitatμ (siddhim）すなわち「時間のない状態Jr時期を越えた境地Jと解釈する。「女性性

器と男性性器が擦り合わされることにより、僕は時間を越えるJすなわち、セックスにより無

時間状態・永遠性を体験する。実はこの表現は第4連後半「月と太陽の両の扉［に］は、かん

ぬき［がかかっている］」（canda suja bei;ri p樹iaphfila）に呼応しているので、後で再ひ激明し

よう。

beschrieben wird. In yogisch-tantJischen Traditionen ist die Tribeni nfunlich zugleich ein仕 tinder 
“innぽenGeogrephie＇’des menscl社ichenK均的，dermit der Lehre von den Ch伸明inVer凶 dungsteht:
das Perin蜘 nbzw. die Dammgegend. Es geht also in verschli.isse加 Formumkor抑制ieesot疋risehe 
昨滋ctiken,mogliche附 eiseauch um eso臼risch剖油elle.”
12s Su釘utおお泣ritaS盈註ast凶na5,43. 

1鈎現代ベンガノL官苦cap互には‘topress，ぬcompress，めcone闘しω間協in,to check, to倒 。1d,covering 

etc.’などいろいろな意味がある。ヨーニがSkt.yan回（器具、締め付ける道具）などとも呼ばれ

ることを考慮すると問題の行は「ヨーニで［リンガを］を締め付けてjとしづ意味にも取れる。

しかしc.capiはチヤノレヤーパダ第8歌第5連 b如la翁説明 capir左と右を押さえて」にも

現われる。これはムニダッタ注を参考にすると、左右のイダー・ピンガラー管を避けて真ん中

のスシュムナー管に精液を入れることを意味する。

130甚訳は f蓮華と金聞の擦りあわせにおいて」。

Kvreme 1986はc.gh忌：:iteをSkt.gl明ta－恥也九回1attha”＇torub’に相当する語と解釈する。

しかし、c.gl1弱いの語源としてはこの他に、Skt.-Jgh時（g一hattati,ghattayati/te）‘to shake, stir about’， 

MIA出aや： sp崎＇kaJ姐， chfma;1曲え cal'na「毒蛇LるJ「振る、動かすJがある。中性・現代ベン

ガノレ語においてはghata：・ iii耕1’diyanara「指で動かすこと、指で揺らすことj滋qi.takara「動か

すことJ(J. Das『2000）とあるから、こちらの語棟、である。私はこちらの方がし、いように患う。

またKvremeはC.ghm:iteを「擦ることj品、う名詞の於格とする。中世ベンガノレ諸にはghat肌？

「動かすことj f振ること」という名詞形があるが、 ~t＇とし、う名詞形はなし＼（J. Dゐ＇2000）。も

うひとつの可能性は、 C E言語i:iteを動詞の絶対詞（absolytiveゾgerund)*gh旬iと読み替えることで

あるが、確証はない。もしこれを採用するなら「蓮葉と金剛を擦り合わせて／撞主ぶ2エJと

訳せる。

仁 gh盈限に対する歌詞のチベット訳sb卵子chodについてKvremeは‘u加があるいはSkt.

sai.μyoga”に相当するもの、と説明する。 Jaschkeのチベット言語幸書によれは喰sbyon冶 a伍x，呂田ch,

a由民stick’初kiss,to insert’＇to join’などの意味が記載されている。さらにchod・ ‘to bedecid巴d,

s巴枕i巴d’百xed' （ただしこれは f裁断する」＞ r断ち切るように決定するJとし、うニュアンスら

しい）。蔵漢大辞典にはsbyor-ba：袖rig-pa.‘性交’とも記載されている。
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第2連をムニダッタ注は次のように説明する。

「ヨーギニーよ！君なしに僕は斜那たりとも生きられない」とは f抑え切れない流れが勢いよ

すぎて、君〔の助け〕なしに私は気息のj乱を一瞬もこらえることができなし、」 131としサ意味で

ある。そして f｛業は君の口にキスして蓮華の蜜を飲むJとは「君のサハジヤの悦楽よりなる口

にキスして。

を［．．．］僕は〔享受］しようJ印とし、う意味で、ある。

“キスをして女性の唇のせい蜜を飲む”とし、う表向きの意味の裏に、ムニダッタ注はさらに

秘儀的な内容を読み取ろうとする。修行者は、ヨーギニーすなわち女性パートナーとセックス

し、その際に、勢いよい精液の流れを、気患のコントローノレにより、うまく逆行させる。精液

はスシュムナー管を遡って顕現に到達し、そこにおいて大楽を生み出す。「蓮華の蜜Jを吸う、

とは、頭頂に到達した菩提心（口精液） 134によって生み出された大楽を修行者が味わうことで

ある、とムニダッタは書評尺する。さらにヨーギニーとはクンダリニーの隠語であるという1350

ところが、パウルの象徴言語を参考にすると、異なった解釈が出来る。 u.Bhattac訟ya,1980, 

p.388によると、能行者の「心の人」（すなわち精液）は月に一度、普段の棲みかであるスシュ

ムナー管を下降し、「あたかも蜂がハスの誌の蜜を吸うように」女性パートナーの経血 eりのを

飲む、のだという136a r月経J（司as）のことをサンスクリットで f花J(p国pa）とも呼ぶが137、ノ〈

131 munidatta: bho n凶凶a-yo卵 t¥ほyab凶均a平a-ekaq1durvara-vega-capalatvat pr勾a-vata品 ar叫c

na s獄naitho’hainI 

132仏教タントラの用語「頭頂の蓮華（叫が初剛kainala)Jはハタ・ヨーガのサハスラーラに相当す

る（c王U.Bhanac取ya1980, p.351; Dぉgupta1995, p.91）。仏教タントラの理論ではチャクラは4つ

で、あるのasgupta1995, p.93）。

133 muni申tta:tava vaktraiμ sa11ajfu閣 1必mpm凶 cumbayitvakainala-ras創niti 
111?拘a品unala幽madhu叩 a必naiμ p紅百mfutha同bodl恥ittainguru”sainpradayad 
viramfu1ai1da崎町ijara-sainayekarorni. 

Kvおme1986, p.86 (4.2）はvir百羽fum1da幽k滋泊ijar♀－sainayeを‘atせ1e位neof the Bliss of Cessation’と

意訳する。

134 「菩提心」は「精液」の隠語で、ある（cfDasgupta 1995, p.248; p.416）。

135 Dasgupta 1995,p.105. 

136 U. Bhattac盈ya,1980, p.388: pralq:t:i-sa凶Y句。・riiper'y必四fpi:切apr詑as',takllall' mastak' hai"te ei 

b司鴻ipiisbar' nfuniya asiya吋er's出.t'rnisrita hay' I ei lilfunay madhulubdha bhramarぜ mato 

伊幅広おa-as描daner'jai1ya ras－必rem出taha"iya s持gar'upabhog' karen＇.訳「プラクリティの栴笠

がラジャス（月経血）の形をとって完全に発現するとき、頭蓋よりこの種子（精液）の形をと

った神が降りてきてラジャスとともに混ざり合う。この蜜を欲して戯れる蜜蜂のように、ハス

の花の蜜（ラサ）を味わうことにより、体液／美的情感（ラサ）の形で合一してシュリンガー

ラを享受するのである。JU.Bh時五c泳yaはこの記述の典拠を京さない。

137そもそもサンスクリットのラジャスとしづ語そのものが f花粉Jを意味する。
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ウノレはこの表現を受け継いで「花J(ph司’）ということもある。パウノレの歌謡で、ヨーニが「八

枚の花びらのハスの花」（符ta也i’闇padma）「ラーダーのハスの花J(radhli”padma) rヴァギナ（ヨ

ーニ）のハスの花」（yoni聞pa出1乱）などと呼ばれることがあるという 1380 

これを採用すると、チヤノレヤーパダ第4歌第2連のC.kamala「蓮華Jは女性パートナーのヨ

ーニを指すことになり、「君の口にキスして蓮華の蜜を飲む」とは、修行者が女性パートナー

のヨーニから経血を自分の体内に取り込むこと139を意味する、とし、う解釈になる。たしかに、

この歌の第1連ではC.kamalaは「ヨーニJを意味していた。

N. Sen 1977の巻末にチャルヤーパダ全歌の単語の用例・箇所を記したグロッサリーが付され

ており、これを用いてチャルヤーパダ全体の C.kamalaの用例を諦べてみた。用例は全部で3

例（第4歌、第27歌、第47歌）ある。第47歌ではこの語はkamala担雌af蓮華と金問l]J と

いう表現で用いられるので明らかに女性性器を表している。第27歌では「夜の間ずっと蓮華

が開花し続けるJ140としサ文句で始まり、第3連で、kam必nikamala baha! p均五ler蓮華を持っ

た女性141が茎を通って蓮華を運ぶj142と歌う。謎めいた内容である。ここでいう「茎jとし、う

のはスシュムナー管だと考えられるが、それを流れる蓮華、とはなんだろうか？パウノレが経血

を「花jなどと呼ぶことを参考にして、この「蓮華Jも経血と考えて良いのではないか1430 

138 U. Bhat惇Cぬγa1980,p.374の言出金は暖昧で、これらの語が女性性器（ヨーニ）そのものを指

すのか、それともヨーニに咲く花、すなわち経血を指すのか、はっきりしない。「八枚の花びら

のハスの花Jは、なんらかの実体、すなわち女性性器（あるいは女性性器内に想定されるチャ

クラ）を指していると題、われる。タントラで女性性器が様々な砲に喰えられることについては

羽恒te2003, pp.l 15fを参照せよ。

139 v..制te2003, pp.27♂8はチヤノレヤーパダ、第4歌のこの醤所の「君の口Jとは女性ノfートナーの

vulvaを指し、修行者はそこに文字通り接吻して月経血を飲む、と解釈する。たしかにパウノレた

ちの性交修行では、糞・尿・精液・月経血を飲む儀式があり、 Whiteの解釈も関違いとはし、えな

い。 Whiteibid., p.74; 99は、タントラの性交修行のクライマックスは女性性器から月経血を経口

摂取する行為（吋aゃ泳1a）で、ある、と主張する。しかしチャルヤーパダ第4歌では、第1連で男性

器と女性器との交接が歌われているから、第2連で、場面が突然変わって経血の経口烹取になる

のは、臨機がなし、ように思われる。

140インドの伝統的な詩的取決め（カヴィサマヤ）によれば蓮華は太陽光に反応して開花し昼に

咲くから、この文句はそれに矛盾する。チャノレヤーパダやパウノレの歌詞には、このように現実

とは逆のさかしまの世界が、よく題材となる。

141 「蓮の女」（カマリニ一、パドミニァ）はカーマスートラでは最も上等の女のカテゴリーを

意味する。この際、「蓮華」とはヨーニのことである。チヤノレヤーパダ第47歌のカマリニーと

は、第一義的には修行者の魅力的な女性パートナー、第二｛義的にはスシュムナーを上昇するク

ンダリニーを意味するのだろう。

142 しかしN.Sen 1977, p.137は

143ただ、し第10歌には、 C.pa必ma「蓮華」は64の花弁をもつており、 ド、ンピーはこの蓮に載

って踊る、とある。この蓮華がムニダッタ注の言うように頭のウシュニーシャ・カマラで、ある
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第3連前半「剃那たりとも／一度たりともヨーギニーは汚されなし、j とは、ムニダッタ注に

よれば f菩提心の姿をしたナイラートミャ・ヨーギニー1判は、高鮮日にして浄化された歓喜によ

って、マニムーラにおいて、愚かさという汚れに盟主主主じ／塗りたくられない［ように］な

る」 145ことである。仏教タントラ用語のずイラートミャ・ヨーギニーは、ハタ・ヨーガのクンダ

ジニーに相当する。ここでは、菩提心すなわち橋夜あるいは精液と女性の分泌依との混合物が、

クンダリニーに同一視されている。マニムーラとは修行者の体内の一部位らしいが、具体的に

何処であるかははっきりしない。後で論じる。

ムニダッタはさらに次のように開月する。「さらに、そこで（口マニムーラで）［愛の］遊戯

の味わいを経験してから、マニムーラから上方に、さらにさらに進んで、大楽のチャクラにお

いて姿を消す。J146すなわち、クンダリニー（＝精液）はスシュムナー管をどんどん上昇し、大

楽のチャクラすなわち頭頂に遣する。

第4歌の表面的な意味レヴェノレにおいて、「ヨーギニ、一ー・jは、修行者と性交する女性パートナ

ーであると理解される。しかし秘儀的な意味のレヴェルでは、クンダリニーのことである。村

瀬 1995,pp.746剛747によれば、パウルの性交修行において、男性の修行者は、目の前の女性パー

トナーを、彼自身の内部のプラクリティ・スワルーパ（女性的原疋むあるいはクンダリニーそ

のものであると観想する1470こういった実践的な背景が、この表現にも反映されているのだろ

可能性は否定できない。ちなみにチヤノレヤーパダにおいてC.叫dやcおめとしづ諾は第 14歌

にのみ現われるが、そこでは日輪・月輸を意味する。

「水面を漂う花のような経血Jというイメージは19世紀に活躍したパウノレの大詩人ラロン・

アオキノV(Llilan'Fakir＇）の詩にもある（大西 1986,p.44）。彼は「原初の水の中、その花は両岸を

漂いわたるJとうたう。なお、この後に「白い色の蜂が一匹、狂おしくその花の蜜を求めて飛

び回るj という文句が続くが、女性パートナーが月経を迎える三日三晩、心の人が経血を食る

ために頭蓋から下方に降りてくることを意味する。

144 Dasgupta 1995, p. l 00によれば、avadhu出a,pr場筋に向じで、クンダリニー・エネルギーのこと。

145 mm註由民a:~epat svasthanaヴogatsa bodhicitta醐・rupan町五tmya-yo伊iivil北手間か三o品ita＇”anandena 
mru声nfilena moha幽maJa.帽avaliptabhavati iti. 

S均投la1969, p.111は、 fスワーディシュターナ〔チャクラ〕からムーラーダーラ［チャクラ］

に移行した際にクンダジニー・シャクティは沖化された状態になるj(svadhi与thanasam 1ladharo 

gela para o k:ut:iφTu試鎚cti釦ddhasattvarahabe kar拙 i）と解説する。もしかすると彼のシャイヴ

ア・タントラ実践者としての劃験が反映されているのかもしれないが、ムニダッ夕、注のsvast国閣

とm創戸nfileをそれぞれノ＼タ・ヨーガのsva創刊1ana-c釦 a,ma平ip百ra-cakraに関連付けるのは、少々

強引に思える。

146 mm託由tta:pmias tぉm主lkrI事開rasrunrumbhuya m3l}imfilad fudhvarp gaれを gatvama!:泌開始a幽叫償

問団bhavati(sic.) iti. KvIBmeは原文のサンディをすべて切り離して示す。

147 4古頼 1995,p.747 r披は、彼のパートナーを見つめながら、あたかも彼の「プラクリティ・
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つ。

第3連後半で、 C.maI)ikulaとなっているのを、ムニダッタ注はmai:llmillaとしていた1480マ

ニ（宝珠）とはパウノレの象徴的言語で、「精液Jあるし、は fペニスjを意味する削から、 C.ma単品血

は f楠夜の堆積j となる。 mal.)im剖aは f精液の椴先」となるが、これはペニスを意味するかも

しれなし、。あるいはmilla f根J「根源jはmilla-adharaとし、う表現のように、人体の基底部を指

すと解釈して、 m時“milla「宝珠の根Jすなわち、人体の基底部に精液がある、とし、うように理

解できるかもしれない。あるいは mat}iは「ペニス」を意味し、 mat}i-milla「ペニスの椴元jな

のか？

sastn: 2oosはC.mai;rikiilaとするが、これはC.m叩トkulaとムニダッタ控m切imillaを折衷し

た業だろう。その真偽はともかくとして、 mat}i”泊la「精液の［流れるJ11の〕岸辺j と解釈でき

る。これに続く c.凶 iaは蜘.-Vvah r運ぶ、 i掛けるjに相当するが、この語の現代ベンガノレ

語の形 bahaは f運ぶJだけでなく「流れていく」「通り過ぎるj としづ意味で、船(J)航行につ

いても用いられる。そこで「精液の流れるJll（＝すなわちスシュムナー管）の岸辺に沿そって

船を進めるj とし可解釈が出来て都合が良い。

K vIBrne 1986はc.bal泌を動詞の完了分詞の女性形と免特尺して“Canied合omM叫ikula,she 

[ ••. ）＇’と英訳する。しかし、 N.Sen 1977，幻由によれば、チャルヤ…パダの言語において文法性

の一致は守られないことも多いというから、 Kvrerneの解釈は絶対的ではない。私は、むしろ

N. Sen 1977, p.130のように絶対詞（absolutive/gerund）「流れてしりて」と考えて「マニクラに流

れていってゆ油掘）オリアーナに入る（samaa)J と解するのが適当なのではなし、かと思う1500 

Siq由主 1969, p.lll は fマニプーーラ・チャクラから頭蓋のウッデ、イヤーナ・チャクラに精液を上

昇させる」 151と解釈する。しかしチャルヤーパダが作曲された自寺代に、はたしてハタ・ヨーガ

のチャクラ理論が既に出来上がっていたか疑問で、ある。仏教タントラの4つのチャクラにマニ

プーラ・チャクラは含まれていない。

ところがR.P.Das 1992, pp.397・399(§11）によれば、パウノレの象i蚊言語にもm切ipur’f宝珠の町j

スワ・ループ」が鏡に反射しているかのように感じるのである。j

148 J. K. c釦 abarti1975, p.96によればmai;rimillaとは、仏教タントラのチャクラ理論における最

下部のチャクラ出mfu:i制御Eを指す。

149 c王R.P.Das 1992, p.397，おotnote55. 

150チヤノレヤーパダの他の歌詞でも、 1つの詩行のなかに動詞が2つ出てくる場合が数多くある。

それらにおいては、初めの動認は絶対調で、もう一方が述語となって「～して・ーする」としづ

意味になるものが多い。

151 S刷1a1969,p.lll: 0 sakti maifip耐四iebahaita u悼y盈ia-pithainepおsijaita cha偽i.
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という表現があるという。これは修行者の体内の、精液の留まる場所を意味するが、通常はス

シュムナー管を上昇した精液が到達する終点、すなわち頭蓋にあるとし、う問。 RP.Dasは、チャ

ルヤーパダ第4歌第3連のmat).i加laもこの意味で解釈できるのではないか、と提案する。

c. 0りyii.na/oc;liyanaはムニダッタ注153によれば大楽のチャクラ、すなわち頭蓋内にある、とし、

う。もしダースの説を採用するなら、「マニクラ（あるいはマニプラ）に流れていって、オリヤ

ーナに入る」とは、精液がスシュムナー管を上昇していって、頭藁のマニブ。ラすなわち精液の

潜まり場に到達し、そこで、大楽を生じる、ということを言っている。あるし、は頭蓋内での移動、

すなわち大楽のチャクラはハタ・ヨーガのサハスラーラに当るのかもしれず、もしそうなら、

頭蓋＝マニプラに到達した精液がさらに頭蓋の頂点に登りつめる、ということになる154。

第4連「［彼女を〕継母の家に置いて、鍵は鍵穴にある。月と太陽の高の扉〔に〕は、かんぬ

き［がかかっている］。j

表向きの意味レヴェノレで、は、おそらく、旅に出ようとする男が、嫁を母親（＝嫁の姑）の家

に預けて見張らせる、といった状況を述べている。男は出かける擦に、嫁の安全と貞節を守る

ために、泥棒が入らないように155、実家の鍵を鍵穴にしっかりと差込み、そして家の入り口の

左右の扉を厳重にかんぬきで戸締りする。

しかし、この行にもやはり秘儀的な意味が揺されている。ムニダッタ注によれば「姑jはム

ニダッタ住によればでは気息のことをさす1560太陽と月とはピンガラー・イダーのことである。

152ただし、これに近似しかっ関係があると思われる、パウノレの象徴表現madhupぽa「蜜の都J

はヴァギナをさす、という（c王RP.Das 1992, p.416, footnote 191）。

153 ムニダッタはサンスクワット化して rn;lc;liyanaと書く。羽田野1987pp.70fによればUc;Ic;liyana

とは北印に期生したタントラ仏教の中心地の名であるが、後にタントラの修法と結びつき、理

想的な楽闘を表象するに至った。さらにタントラの身f卒者命において、最も重要なpit加の一つに

数えられる。 J.K. C必crabarti1975, p.96によれば、仏教タントラの最上位のチャクラw:;i;i.iSa“kamala

はカーマノレーパやオリヤーナなどの霊地名で呼ばれたりする、とし、う。

154杉木憧彦氏のコメントによれば、oc;liyぬmは仏教密教へーヴアジュラ系(Mal命則合制法atan trめ

では f頭Jを、サンヴァラ系（多数の経典）によれば「右耳Jの隠語である。おしなべてムニ

ダッタはヘーヴ、アジュラ系の告統寄りである、とし、う。

悶パウノレの歌詞はしばしば、家（：修行者の身体）に泥楠cor')（＝欲望や心の動揺）が入る危

険性をモチーフとする。ただし、「泥棒」が気づかぬうちに身体を行き来する f心の人maner' 

manuのをさすこともある（大西 1986,p.38）。

156 f患JSkt. svasかは恥仏札ではsasa”（nom.sg. saso）となり、さらにNIAではHindi/Bengali,s~’ 

などとなる。これと関音異語のc.s如ir姑」とをかけたのであろう。 c.sasu r姑」という言訪杉

は阻As加 :ya幽（く Skt.sv：政的 「姑J（ヒンディ語sasu)(cf. She出1986）により説明できる。た

だし、チャノレヤーパダ、の言語において男性名前Skt.8vasa-fこ由来する語と女性名詞Skt.8v必rii-

に由来する語が掛詞（sle~a）になる、ということは、この雷苦段階で既に文法性の概念が唆味にな
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ハタ・ヨーガにおいて修行者は、呼吸制御法によりピンガラー・イダー管の入り口を閉鎖して、

気息（そして私たちの文脈においては精液あるいは精液と女性のf料夜との混合物）を、真ん中

のスシュムナー管に吹き込み、流し込まなくてはならなし、

Kvceme 1986, p.88 (4.4）によれば、これはナータ派でよく知られた修行法である、とし、う。C.tfila 

とはtfiluf口蓋jのことであり、この詩行は「舌先を口蓋の奥につけて、“十番目のドア”を塞

ぐJとしづ行為を表しているのだという 1570

パウノレの象徴言語において身体は f家」「建物j になぞらえられる158ことを考慮すると、 f姑

の家Jとは f気息の家jすなわち、気患調節を行う諺行者の f身体jをさす、と解釈できるが、

ムニタ守ツタ注は、弓吉の家j とは「［体内の］ヲ煎鉱山の頂きjすなわち「スシュムナー管の天辺」

のことである、と説明する。

第4連後半candasuja bet;ri p必iaphぬは実はシュレーシャとして別の意味でも解釈できる。

っていたことを示唆するのかもしれない。

一方、チャルヤーパダ第2歌侭Vぉmep.77）で、は、「翼JC. sasurii （く Skt.8vasr－／：釣必ura-,MIA 

siisura-/ sasura幽，現代ベンガル藷の蹴urii）が「息Jの掛詞として用いられている。（第2歌第3

連「輿は寝てしまった。J）しかし、歌詞のチベット訳は「姑Jと訳す。また、伝tri2005はC.siisu 

f姑Jと読んでいる。 Dasgupta1995, p.95も同様である。

今問題となっている箇所（第4歌第4連）でも、第2歌第3連でも「嫁が嫁いだ先の家で、

家族が寝静まっているところに淀棒がはし、るJというシチュエーションが歌われている。それ

では「息Jの掛詞としては「姑J「欝」のどちらが正しいのだろうか？

これについて実は、目立la作のプラークリット恋愛詩集Sattasaiに面白いヒントがある。
Sa社asai669: atta C的laI戸n役jaYettha al四μ diasamμ paloehi I ma p油iara杖i欄 andhaasejjiie maha 

手m話j油isi// 「ここに姑が寝ています。ここに私が寝ています。展開のうちによく見ておきな

さい。夜は盲目の旅人さん。私の寝台に入つてはだめよ。（上村1999,p.350和訳）」夫が旅に出

て留守中(pro与itabhar吋ka）、妻は見知らぬ旅人を招き入れ、家に泊める。就寝前に人妻は旅人に上

記のように忠告するのだが、じつは、この女は見知らぬ男に対して淫らな心を抱いており、注

意すると見せかけて、それとなく「姑は寝てしまったら起きません。私のベッドはここ。盤聞

のうちに場所をよく確かめておいて、暗くなったらどうぞいらっしゃいな」と誘惑しているの

である。 λ11悶 davぽdhar泌が詩論書Dhv：阻yfilokaでdhvani I~寺的暗示」をわかり易く説明する際
に実例として引用している非常に有名な詩句である。

Sattasai に~.又められる詩は掘めて美的で、はあるが、都会的な掠百を凝らした詩のスタイルで、は

なく、農村の風景を多く題材にとり、素朴で宙1びた恋を謡っている。おそらく 669歌も、当時

の農村の民謡のモチーフを利用したものであろう。「夫は旅に出ており、ひとりでいる妻を、姑

が見張っている。そこに間男、あるいは盗賊が入る」という図式であろう。

同様なモチーフが、チヤノレヤーパダの時代の問自こもあったので、は如、れそしてチヤノレヤ

ーパダの作者はそれを本歌取りしたのではないか？もし、私の推測が正しいのならば、 C.siisu 

f患、」は「姑Jである、ということになる。

157 Kvceme 1986, p.88 (4.4）はgorakhbiir冠制c！）のパラレノレを引用する：鴎cit組問狗matμ karaY, ulati 

jimbhyii la! tiilu mai gharaI. 

158 C王RP.Das 1992, p.399ラfootnote66. 
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c. p込ma<Skt.p北早a－は「羽jをも意味する。 C.phfila についてKvreme1986, p.88 (4.4）はBagchi

のc.p剥説く Skt.sphli¥a-= Skt. spha¥ita－‘split, open, tom＇としづ語源解説に言及している 1590 た

しかにSheth1986 (= Paiasad也m地問明vo）はMIAphac;la-/phfila-: p凶r'naを記載しているから、こ

の語源解釈は不可能ではない。また現代ベンガノレ藷にはここから変化したと思われる ph相‘め

break into chi此s,to crack, to split', ph郁‘ぬtear,to rend, to cleave’とし、う語が前生する。また、 Skt.

spha¥ita－との語源開係があるかどうか定かではないが、 ph邸、longslice or s凶p’(p凶lakara：‘tocut 

into long slices’羽tearinto longs s出pのとし、う語もある（cf.Biswas 2006）。このような語糠解釈を採

用すれば、該当の行は「月と太陽［という］二つの翼は切り裂かれた／もぎ取られたj と角献

できる。ムニダッタ注は「月と太陽という惑星〔すなわち］翼を粉砕して」（candra-s耐yayo与

p誌$a・”graharμ 油 開c;layitva）と説明するから、この解釈を支持する。

Kvreme 1986, p.88 (4.4）自身はこの可能性に言及するものの、これを退ける。しかしこの角窃R

は次のような理由によって裏付けられる。

インドの古し、伝説に、太古、山たちは翼を持っていて、空を飛び困ったため、大地は安定を

欠いた。そこで、インドラが山たちの翼をもぎ取り、山たちを不動のものとし、大地を安定さ

せた、という話がある160。チヤノレヤーパダ第4歌のこの行は、この伝説を本歌取りしているの

？ミ。

山、とはすなわち須弥山である。そして身体の内なる須弥山とはスシュムナー管のことであ

る1610 スシュムナー管という須弥山の問の翼とは、ピンガラー管・イダー管のことである。だか

ら、須弥山の翼をもぎ取って不動のものとする、とは、つまり、震弥山すなわちスシュムナー

管の両側にあるこのこつの通ってはいけない通路を閉鎖してしまうことである。そして真ん中

のスシュムナーに気息、によって精液を送り込む。

“太陽と月”すなわちピンガラー・イダーは昼夜すなわち時間を司るから、それらを閉鎖し、

スシュムナーを選ぶことは「時間を匙越するJ（第1連後半）ことに等しい。現にスシュムナー

isg Apteの鰭吾辞書によれば正しくはspha¥ita“（イsphat）。＊sphli¥a”とし、う語形は記載されなし、

160例えばマイトラーヤニー・サンヒター1,10,13に見られる（上村1981）。

161脊推はmeru－必1:i.c;laと呼ばれる。

ムニダッタ注も 8vasa・幅五giirarpsumeru-sikl班 arμnitva r“息、のおこ”〔すなわち］項弥山の天辺に

導いてJと説明する。（ムニダッタはc.sa.suを甚接Skt.S¥おa・と理解した。）またムニダッタ辻

K拘hu(=K符ifai'ic泳ya）のアパプラン、ンャの投節を引用している。 ehuso giri七arakahia mai ehu se 

m出お山atlfi'iba (sic! = thaba) rこれが、かの殊勝の自転出凶ara）で、あると私によって説かれたo

これが。かの大楽の場所（？）である。」
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管はハタ・ヨーガの文献で、は凶laSO~凶「時間を干上がらせるもの」と呼ばれる1620

このように通常の人間に不可能な作業をやってのける「僕Jは第5連「勇者、スーパーマンJ

すなわち、完成されたヨーギンである1630 

最後の行の f旗が揚がる」云々という表現を、ムニダッタ注は「外道の男女の修行者たちの

中で、私［だけが］、二つの器官（＝男女性器）の結合によって生ずる不滅の喜び［を与える］

性交修行により、煩悩 (kleね）という敵を踏みにじることによって勇者で、ある。彼らの間に、〔こ

うした］認識を見せ付ける自的で、［私が］最も優れた修行者〔であることの］印として、私は

［旗を］揚げたj とし、う風に解説する16＼ムニダPッタ注の仏教的な解釈が全部当たっているか

はともかくとして、これにもとづいて、第5連の表向きの意味は「〔戦闘において］私は勇者で

ある。〔このことを世に知らしめるために］大衆の間に［よく見えるように］戦勝旗を挙げた」

といったことになるだろう。

しかしこの表向きの裏に、もちろん秘儀的な意味が隠されているに違いない。

s~由a 1969はムニダッタ住の解釈を部分的に利用して、第5連後半を「男と女の二人の問に、

旗が揚がった」とマイティリー訳し、 f二人が溶け込んで、しまう状態、最高我となってしまったj

と解説する16s0r旗が携がるJとしづ表現を、どうして「男女が最高我に溶け込む」と解釈でき

るのか、根拠がわからない。

1臼たとえば13世紀の音楽理論書サンギータ・ラトナーカラのハタ・ヨーガをあつかった部分に

は次のように言われる。拙頃ta”mt凶karal,2,153b-155ab: ［…］ tisro mu凶yat凶 llimatfil:i /153b/ 
剖手umnatisr平usre号thavai~明vi: mukti輔mar.伊－ga/153/ kanda嗣madhyesthita, t部 yaic,la sa－ηre 'tha必k平均e
/pめgale＜；！匂伯郡layoscarata5 canclra七回skarau/154/ krar前 回la-gaterKぬS叫umna福la-so呼勾1/155ab/ 

f最も主要な〔管（ナーディ）］は三三本あると考えられている。三本のうちスシュムナー管が最

上であり、ヴィ、ンュヌに属し／シャクティであり（？）解脱の道を行くものであり、［身体の中

央の〕叢（カンダ）の真ん中にある（：を貫いている）。その左側にイダー管が、右側にピンガ

ラー管が〔ある］。イダーとピンガラーにおいては、それぞれ月と太陽がi富子しており、［二つ

の管は〕時開の進行の原因である。スシュムナー管は時間を干上がらせるものである。J

153 vi:raは羽田野1987,p.70によれば、仏教タントラにおけるu<;I<;liy泳胞を始めとするpi:thaの理論

に連関する。またWhite2003は、｛彦行者は女性の月経血を摂取することにより、 siddhaすなわ

ち‘VirileHer＇げになる、とし、ぅ（ ibid.,p.74; 77)0彼の理論の根拠があまり定かではないが、チヤノレ

ヤーパダ第4歌の内容に合致している。

164 munida回： anye向1鈎mpradaya-ba凶m地ha悶yo伊必yoginfuμ madhアekundur明a

dvii:吋riya一s翻互pa段i帽yoga
iti I yひg註E企a-cihr四 na与ta刷忽n:ia-aiS¥惚紅ya長dim筑y亘uddl存t昌Z工1ab~戸2幽s組也r品却a匂鉱t加rp. I 

Kvreme 1986, p.86 (4.5）は~俳伊舟aiS\磁γa を噛eeightm曙icpowers’と訳すo
abhij鼠酬san必rsana-artharμ を＇ino吋er訂:ldemons回te出e四pematuralpowers’と訳す。

1応 Sむせ1a1969, p.111: mu》 '11駈品立政amadhya uddhfta ci:ra chl G油imed訟iii匝1abhae jae, tehana 
sattva, p丑raniatmariipabhae gela cl吟．
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あるいは「旗が揚がるJというのは、精液（あるいは精液と女性のf料夜との混企物）がスシ

ュムナー管を通じて頭頂に上昇することを意味するのかもしれない。その結果、修行者の頭蓋

内において男十曲句要素と女性的要素のバランス状態が実現され、快楽の絶l頁（大楽）を得る、

すなわち最高我に溶け込む、ということなのか？

仏教タントラの修行次第および隠語を扱った経典ヘーヴアジュラ・タントラの注釈の一つ、

へーヴアジュラ・ピンダーノレタ・ティーカーによれば、「旗J（品v可a）はタントラの隠語で、盗

みなどの犯罪を働いて処刑された男あるいは女の身体が、貧ljで引き裂かれ、処刑台に掲げられ

ているものを意味する、というlヘタントラ修行者は修行の一環としてこの人肉を食らうので

ある1670 しかし、この意味は、我々が今考察しているチャルヤーパダのこの笛所にはそぐわな

し、。

sastn 2oosの巻末で、チヤノレヤーパダの現代ベンガノレ語・解釈を行う TaraprasannaBhattac勾ra

は、これとは違った、いくぶん奇妙な解釈をする。「私は勇者である。すべての男たちゃ女たち

のあいだで、上の堂!t／隼盤に産すヨーギンたちの［着るような〕、ぼろで、つくった衣を私［も］

身にまとったjと訳している168。しかしC.ubhilaに棺当する中世ベンガノレ諾の単語ubhilaには、

f着る」「身にまとう」という意味はない1690だから、この角締ミには無理があるように思う1700

ところで、 Das'gupta1989の「新チヤノレヤーパダ、（naba-caryapad')Jの注記する、他の写本の別

のヴァージョンでは、第4歌の最後の行はnぽ拍 nanm可heubhaya lai.i bit:tii f男と女の関には

166 c王Snellgrove1959, p.71：“A dhv.efa(banner) is the co押 seof any man or woman who has been a 

thief or some註lingelse, and who having been punished by the king, has had his or her body rent by a sword 
and hung on a gallows." 

167 c王Snellgrove1959, p.71. 

158 Sastri 2005 (Tar尋問annaBhattac拘1a,p.4): kundur'-yoger' anu宇治an'dbara (kles'-riip’Sa回 mardi出d

k叩.ya)arm bir' haiyachi ebaq1 na山由争s北aler'madhye lirddha-lok'-biisi yogider' cir' (bastrn幽油開也

ba balkal'.) dharai:i’kariyacl註．
169 J. Das' 2000の中世ベンガノレ語辞典には油国： ucca;upasthita加oyar上方Jf上になるJ（過去

分詔はub凶a）とあり、 C.ub凶aに相当する語であると，考えてよい。

110 ciraという諾は中世マイティリー諾の詩人ヴィデ、ャーパティのエロティックな詩にも用いら

れている。そのうちの一つ(VidyapatiPadiivali, p.188）には男女が激しくセックスをする様子が赤

課々に描かれており、その一行にはduaosam羽田tana cira I duao piyasala pibae nll,"a「〔男女］

二人はベッド〔で］衣［を纏わないことを］気に留めない。〔愛の渇きに〕 1晶、た二人は［愛の〕

水を飲む〔ことに専念する］」とある。また、 5311の詩における用例。biιp.232)na cetae cikura na 

cetae cira「f恋を患う女が］髪〔の振り言はもるのも］気に留めず、衣［が苦Lh.るのも〕気に留め

ず［半狂乱で走り回る］Jも、同様な文脈で用いられている。第一の用17Hはチヤノレヤーパダ第4

歌最後行の表現を思い起こさせる。チャルヤーパダ第4歌が民間の恋愛詩の常套句を下敷きに

して作られている可能性がある。もちろんこれは私の仮説に過ぎなしL

時 266-

st01
ノート注釈
st01 : None

st01
ノート注釈
st01 : MigrationNone

st01
ノート注釈
st01 : Unmarked

st01
ノート注釈
st01 : None

st01
ノート注釈
st01 : MigrationNone

st01
ノート注釈
st01 : Unmarked

st01
ノート注釈
st01 : None

st01
ノート注釈
st01 : MigrationNone

st01
ノート注釈
st01 : Unmarked



両方のヒョウタンmの弦楽器［がある］Jとしづ謎めいた文句になっている。これは、 C.ubhila 

仕立を読み間違えて、さらに別の音寺守子と混関した172、と考えるが、その連想法はなかなか面白い。

チャルヤーパダ第 17歌は「太陽は［弦楽器］のヒョウタン〔製のボデ、ィ］、月は［楽器に］

張られた弦〔である］。アナーハタトナーダ1はアヴァドゥーティを〔楽器の〕ネックとして

［鳴り響く］Jm云々となっている。ハタ・ヨーガ修行者は、 1断子の高次な階梯に到すると、極

めて美しい妙音、アナーハタ・ナーダ「まだ音響として鳴っていない音j、を聴くとし、ぅ 1740 そ

の現象を説明して、修行者の身体は弦楽器（ヴィーナー）であり、その弦がかき鳴らされるこ

とによって出た音が、アナーハタ・ナーダだ、というのである。

この言者子の「太陽Jと「月Jは、もちろんどンガラー管とイダー管を指す。日輸を弦楽器の

丸い胴になぞらえ、細い三日月を、弦になぞらえた。アヴァドゥーティは、スシュムナー管の

ことで、弦楽器のネックである。身体を弦楽器に輸える例は、インドの文献に古くから散見さ

れ、アイタレーヤ・アーランニヤカやパーリ語の経典出、そして舞蹄経典（ナーテャ・シャー

ストラ）、音楽理論書サンギータ・ラトナーカラなどにも扱われる。そして、この比輸は、中世

アヴァデ、イー語の詩人カビーノレの歌にも現われる。さらに現代ベンガルのパウノレたちの吟遊詩

にも1760

チャルヤーパダ、第 17歌は、修行者が、セックス修行の快楽の絶頂で、美しい妙音あるいは音

楽を聴くことを、述べる。私たちが今見ている第4歌の最後行の)Jljヴ、ァージョンは、真偽はと

もかくとして、こういった背景を踏まえて、混入したものであろう。

日で、もパウノレたちは、第 17歌に歌われているような、一本の弦を張っただけのシンブツレな

171 もしlaむを第 17歌に現われる IaUIヒョウタン」と問じ語と解釈してよいならば。

172 あるいは歌い手が即興で、関係がなかった別の詩行から表現を借用して、ここに付力目した。

173 c王Kvぉme1986, p.146: suja Iau sasi Iageli tanti I anaha必尽c;licfil<:i kiata abadh ti /17.1/ K vreme 

はこれを“官iesun (was）めegourdヲ恥Moonwas a胎 ched(as)s凶1gs：せieUns加 ck(sound)(was）世1e

neck, the Avadhiiti was made the disc”と訳すが、これでは意味がきちんと通らない。

174 Eliade 1975, pp.303-304. 

175 Mahavagga 5,1,15ぺ6.
176 Cf Bhaskar Bhattacharyya 1992, p.64には次のような歌詞が記載されるo"From the three s凶ngs,a

melody is C閃ated,producing the sound of music.百mtmusic is like galloping hooves; b巴sureto keep the 

d也mright.＂ここでは 3つのナーデ、イは楽器の3本の弦になぞらえられている。後半の「リズム

を正しく保てj とは、性交修行における、動作のリズムあるいは速度（chanda, lay' ）のことを言

っていると思われる。性交修行におけるリズムとリズムの狂いによって生ずる危険については

Bholanath Bhattacharya 1977, pp.390fを参照せよ。

f身体と弦楽器の比愉」については、私の博士論文官ieBody of a Musicianを参照されたい。
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作りの弦楽器を演奏している1770

まとめ

チヤノレヤーパダ、第47歌では，第1行聞こいきなり蓮華件女性性器）と金剛（＝男性性器）

が登場しており、セクシヤノレな内容が扱われている、ということが明白だった。しかし従来の

チャルヤーパ夕、研究者は、ムニダッタ注の表向きの意味に従うことをもっぱらにし、チ-1:ノレヤ

ーパダのテキストそのものが持っているセクシヤノレなコノテーションをなおざりiこしてきたよ

うである。もちろんムニダッタはチヤノレヤーのセクシヤノレな背景について意識していたようで

あるが、それをはっきりと前部に押し出してはし、なし、現代チベット仏教（仏教タントラ右派）

で、男女が交合する函を崇拝しそれについての高度な理論があるのにもかかわらず、実際にハ

ードなセックス修行を行わない178のと、よく畝た状況である。ムニダ、ッタ注は、セックス修行

を灰めかしてはいても、具体的にどういうことをしたのか、という矯報は与えてくれない。

そもそもチヤノレヤーパタeの作者たちとムニダ、ッタ注釈の開に時代の踊たりがある。また、チ

ヤルヤーパダ、の作者たちとムニダッタは、おそらく異なった社会階級に属していたのではない

か、と思われるふしがある。たしかにチヤノレヤーの歌には仏教タントラ的な用語も登場するが、

だからといって、はたしてチヤノレヤーパダの作者たちが本当に仏教を信奉していたのか疑わし

い。もしかすると仏教タントラとはあまり関係のない宗教グループ。に伝承されていたテキスト

を、仏物走ムニダッタがむりやり仏教タントラ的に解釈しているだけかもしれない。仏教タン

トラの抽象的な理論が作られる以前にもセックス修行を実践するグ、ループ、今日のパウルのよ

うな宗教グループ。が既に東インドに存在してチヤノレヤーパ夕、、を作曲し歌っていた、ということ

であるかもしれない1790

現在のパウノレにおいても宗派の帰属はあまり明確ではなく、ヒンドゥ・イスラム混交主義が

観察される。同じ歌詞のなかに、ヒンドウの教義とイスラムの教義がご、ちゃ混ぜになって現わ

れる例がいくらでもある。また「パウノレの宗教j 品、う統一的な教義を持った宗派が柄主する

わけではない。無数のグループが、互いに似通ってはいるものの少しずつ差異をもった雑多な

教義・修行法を伝えているに過ぎない。また同じグルーフ。に属するメンバーにおいてさえも、

177パウノレの一弦琴はek'tfu・3 と称される。しかしヒョウタン製ではないようである。ただし、ヒ

ョウタン製の楽器は、シターノレやノレドラ・ヴィーナーを初め、インドに広く存在する。

178 田中 1997,p.123 

179 これについてはKvIBme1986, p.17を参照。ただしKvIBme自身は、チヤノレヤーパダは仏教に

属する、とし、う立場をとる。インド、に広まったタントラの起源がアブ・オリジナノレの宗教にあ

る可能性lこついては問中 1977,p.120を参照せよ。
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僻々人により教義・修行の内容が異なったりする。そして間一人物においてさえも、 h シチュエ

ーションにより教義の内容が微妙に変化してゆく 1800

チャノレヤーパダの作者たちも、パウノレに似た人たちだった、と思われる。彼らは自らの肉体

を用いてセックス修行を実践することによって悟りを得た種類の人間たちであり、一貫性のあ

る理論体系の構築に情熱を注いだので、はなかったと思う。披らは民衆語を用いて、日常物をモ

チーフにしながら、しかし、一見平明な歌諦の背後に、実践者・体験者のみが把握しえる深遠

な象徴的意味を込めて歌った。したがつてチヤ／レヤ、－－白－白句

論体系を読み取ろうとするのは、方法論として開違つていよう。 a

チャノレヤーパダの作者たちはどのような人物、クツレープだ、ったのだろうか？チャルヤーノミダ

の現存する 47の歌詞はどれも非常によく似た形式をとり、同じような語葉・表現が繰り返し用

いられる。内容を見ても間じようなモチーフが繰り返し取り上げられる。これらの歌はサンス

クリットのカーヴ、ヤ作品と違い、初めからきっちりとした完成品として仕上げられたのではな

い。むしろ共通のスタイノレと共通の文学時操・表現を分かち合う無名の詩人たちのグノレーフ。が

いて、そのグノレープの構成者が即興を行った、と考えた方がよいように思える1810 これらの詩

人たちはグルーフ。の作詩スタイノレに合った常套的表現のストック（蓄え）をあらかじめ記矯し

ており、グルーフ。に伝わる作詩法に則って即興的に作詩した182。あるいは先人の作った模範例

を幾つも暗記していて、それらを聴衆の前で演奏する際に、会場の反j；むを見ながら臨機応変に

180似た現象がインド音楽の師から弟子への伝承においても観察される。インド音楽にラーガと

ターラの理論があるとし、つでも、それが一貫した体系として、警かれた理論書の形で栴主して

いるわけではない。ある一つのラーガを師匠が弟子に伝授するとき、それは常に即興の形で伝

えられるので、あって、既に作曲され細部まで固定された楽曲を教えるわけではない。その時の

師匠の気分により、そして授業を受ける弟子の性格により、同一のラーガが、その都度、違っ

た形で、師査により歌われ、そして弟子によって学習される。それでも、それらの即興演奏は

常に、そのラーガに特有な鞘教を備えているだろう。そして個々の即興由を総；合したならば、

ある種の理論体系を抽出できるであろう。しかし音楽家自身がこの理論体系を明確に意識して

いるかというと、疑わしし、

山チヤノレヤーパダPの各歌の最後の連には、作者の名前が織り込まれている。これをもとに、チ

ャルヤーパダの歌ご、との成立年代を推定した研究がある（cfKvreme 1986, p.4）。これらの名前の

ほとんどが仏教の護者の名前であるが、はたして彼らが正真の｛宵奇者なのか疑わしい、と私は

思う。むしろ無名の｛官寺者が自分の作った曲の作者を仏教の聖者とした、ということなのでは

ないだろうヵ、

182スラヴ口承詩における同様な状況、即興そして即興の際の｛特寺法についてはロシアの言語学

者R.Jakobson 1989を参照。披はこのような自信盤詩を文法的に分析する手法を提示している。
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多少の即興を交えて、歌った問。こういったことがチヤノレヤーパダの生成段階で起こったと推

測される。要するに現世のベンガノレ地方で、パウノレのグループで、歌会が催され、古い歌詞が演奏

される度に改変を加えられたり、新しい歌が即興的に創造されたりするのと向じような様子で、

当時も作詩・作曲が行われていたのではないか、と私は考えるのだ。

テキストがこのようなプロセスを経て、複数の無名の拝者たちの手を経て伝承される場合に、

果たして唯一の正しい“原テキスト”を再構築できるものなのか？この文学ジャンノレにおいて

そういった方法論が果たして有効なのか？今後、考察していく必要があるだろう。

これらの歌詞は書きとめられないので、どんどん改変を加えられてし、く。ところが表現法や

作詩スタイノレのほうは何世紀もあまり形を変えずに伝えられてして。チヤノレヤーパダに扱われ

ていたのとそっくりのモチーフが驚くべきことに約 1000年を隔てた現代のパウノレの歌詞にも

現われる。詩的イメージや象徴は、私たちの想像を超えて、はるかに強い生命力を持っている

のかもしれない。様々なイメージが複雑にもつれて絡まりあい、恕然と消え失せたかと思えば、

また突然、かなり高齢もた思ljのところに顔を出す。イメージの伝承はパニヤン樹の根茎に似てい

る1840

監蓋牽

c. c訂yapada Skt. Sanskrit T. Tib巴匂n

h狙A Middle Indo-Al)'an NIA New Indo-Al)'an 

imp. imperative お王泊白首tive 口1.masculine f. feminine n. neuter 

nom. nominative pres. present pers. person sg. singular 

注記ハイフント］の使用について：サンスクリットおよびプラークリット酔包めでは名詞の

語幹形と主格形が異なる。言語の歴史的変化を論じる際には、このことを考慮する必要がある。

そこで言欝字形をハイフンによって表す。例えば名詞Skt.8vasa－お仏生sasa-（言辞字形）の主格形は

それぞれSviisal)（連声により 8vaso) sasoとなる。これに相当するNIAsasuは主格形に基づい

ている。

これに対し、議論において言語の歴史的変化が問題になっていない場合、表記の煩雑さを避

けるため、語幹形と主格形をB:J31Jせずに両者をハイフンなしで事云写した。

183北インド古典音楽において、音楽家は師匠に習った模範例を暗記するが、聴衆を前にした演

奏の際にはそれにアドリブの改変を加える、というのとよく似た状況だったと推慨される。

184 Hans Harder (Heidelberg)との対話において彼が用いた輸え。
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